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│
│
芸
術
的
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
探
求
│
│

瀬

崎

圭

二

は

じ

め

に

一
九
五
三
年
二
月
一
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
本
放
送
開
始
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
テ
レ
ビ
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
大
き
な
存
在
感

を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
表
象
は
、
も
は
や
わ
た
し
た
ち
の
日
常
の
中
に
溶
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う

が
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
が
ま
だ
新
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
た
と
き
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
日
常
性
は
自
明
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
部

の
識
者
た
ち
は
、
映
像
を
通
じ
た
ひ
と
び
と
へ
の
直
截
的
な
伝
達
に
期
待
を
寄
せ
、
そ
の
中
に
は
実
際
に
番
組
制
作
に
か
か
わ
っ
て
様
々

な
試
み
を
実
践
し
た
者
も
い
た
⑴
。
あ
る
い
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
商
品
性
を
見
越
し
た
資
本
投
下
は
、
テ
レ
ビ
業
界
と
い
う
新
た
な
場

を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
場
に
適
合
す
る
よ
う
な
人
材
を
招
喚
、
馴
化
し
た
。
そ
れ
故
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
テ
レ
ビ
業
界

に
は
、
番
組
制
作
者
の
期
待
や
試
行
錯
誤
、
欲
望
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
受
け
手
の
反
応
を
ふ
ま
え
た
表
現
へ
の
企
て
が
う
ご
め
い
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
番
組
の
表
象
と
し
て
、
と
き
に
歪
な
形
で
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
九
五
〇
〜
六
〇
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年
代
に
お
け
る
和
田
勉
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
演
出
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
代
表
的
事
例
に
他
な
ら
な
い
。

和
田
勉
は
、
一
九
三
〇
年
六
月
三
日
、
三
重
県
松
阪
市
に
生
ま
れ
た
。
父
親
の
仕
事
の
事
情
で
幼
少
期
に
各
地
を
転
々
と
し
、
旧
制
中

学
や
新
制
高
校
に
在
学
し
て
い
た
戦
中
、
戦
後
に
、
尾
崎
紅
葉
、
永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
、
有
島
武
郎
、
菊
池
寛
ら
の
小
説
を
濫
読

し
、
純
文
学
を
愛
好
し
て
い
る
。
一
九
四
八
年
三
月
、
東
京
の
大
学
を
受
験
す
る
た
め
に
鹿
児
島
の
鹿
屋
か
ら
新
制
巣
鴨
高
校
に
編
入
、

一
九
四
九
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
に
入
学
し
、
演
劇
を
専
攻
し
た
。
和
田
は
、
当
時
演
劇
の
主
任
教
授
を
務
め
て
い
た
河
竹

繁
俊
や
、
映
画
を
教
え
て
い
た
飯
島
正
ら
に
学
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研
究
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
テ
レ
ビ
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
の
卒
業
論
文
で
も
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
取
り
上
げ
、
卒
業
後
の
一
九
五
三
年
四
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放

送
局
に
入
局
、
以
後
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
そ
の
ド
ラ
マ
の

多
く
は
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
⑵
。

学
生
時
代
の
和
田
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
飯
島
正
は
、
一
九
〇
二
年
三
月
五
日
に
東
京
に
生
ま
れ
、
中
学
時
代
か
ら
文
芸
誌
や
映
画

誌
に
記
事
を
投
稿
す
る
よ
う
な
文
学
少
年
で
あ
り
、
映
画
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
第
三
高
等
学
校
に
入
学
し
た
飯
島
は
、
そ
こ
で
中
谷
孝

雄
、
梶
井
基
次
郎
、
北
川
冬
彦
ら
を
知
り
、
一
九
二
二
年
四
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
に
入
学
し
て
か
ら
は
『
キ
ネ
マ

旬
報
』
同
人
と
し
て
映
画
評
論
を
執
筆
、
以
後
映
画
評
論
家
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
梶
井
ら
が
刊
行
し
て
い
た

『
青
空
』（
一
九
二
五
年
一
月
創
刊
）
同
人
と
し
て
小
説
や
戯
曲
、
詩
も
発
表
し
、『
文
芸
都
市
』（
一
九
二
八
年
二
月
創
刊
）、『
詩
と
詩

論
』（
一
九
二
八
年
九
月
創
刊
）、『
近
代
生
活
』（
一
九
二
九
年
四
月
創
刊
）
と
い
っ
た
雑
誌
に
参
加
、
多
く
の
文
学
者
と
活
動
を
共
に
し

た
。
そ
の
後
、
飯
島
は
大
学
で
映
画
を
講
じ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
に
は
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
授
業
を
熱

心
に
受
講
し
て
い
た
の
が
学
生
時
代
の
和
田
勉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
飯
島
は
映
像
の
専
門
家
と
し
て
テ
レ
ビ

和
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に
も
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
芸
術
祭
の
テ
レ
ビ
部
門
審
査
委
員
も
度
々
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
頃
か
ら
本
格
的
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
和
田
は
、
飯
島
の
提
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら
自
ら
の
演
出
技
法
を
築
き
上
げ
、
飯
島
に

「
帰
っ
て
来
た
人
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五
七
年
三
月
二
八
日
放
送

和
田
勉
演
出
）
な
ど
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
の
執
筆
を
依
頼
し
て
も
い

る
⑶
。映

画
評
論
を
経
て
テ
レ
ビ
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
飯
島
正
と
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
テ
レ
ビ
と
か
か
わ
っ
た
和
田
勉
と
が
、
共
に
文

学
へ
の
関
心
を
出
発
点
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
テ
レ
ビ
文
化
黎
明
期
に
お
け
る
業
界
の
一
端
が
見
て
取
れ
る

が
、
後
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
和
田
は
、
飯
島
の
み
な
ら
ず
、
映
像
表
現
に
期
待
を
寄
せ
る
多
く
の
文
学
者
や
芸
術
家
、
知

識
人
た
ち
に
接
触
し
、
積
極
的
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
の
執
筆
依
頼
を
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
本
格
的
に
演
出
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
一
九
五
七
年
当
初
か
ら
、
当
時
新
進
作
家
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
た
有
吉
佐
和
子
に
脚
本
を
依
頼
し
⑷
、「
石
の
庭
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五
七
年
一
一
月
二
二
日
放
送
）
を
演
出
、
初
め
て
の
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
存
す
る
「
石
の
庭
」
の
映
像
は
、
後
の
和
田
が
試
み
て
い
る
よ
う
な
斬
新
な
表
現
を
刻
み
込
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
ド
ラ
マ
が
芸
術
祭
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、「「
石
庭
」
を
背
景
と
し
て
、
ド
ラ
マ
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
企
画
、
脚
本
、

美
術
等
」（
堀
江
史
朗
「
審
査
員
の
メ
モ
か
ら
」『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
年
一
月
一
五
日
）
に
対
す
る
評
価
が
あ
っ
た
か
ら
だ
が
、
和

田
の
「
前
半
テ
ン
ポ
を
乱
し
た
演
出
」（
大
木
豊
「
参
加
番
組
総
評
」
同
）
は
評
価
さ
れ
ず
、
当
時
の
新
聞
評
や
⑸
、
一
般
視
聴
者
に
も

そ
の
よ
う
な
見
方
が
あ
る
⑹
。
そ
の
中
で
飯
島
正
は
、「
石
の
庭
」
に
お
け
る
和
田
の
演
出
を
評
価
し
て
お
り
⑺
、
こ
の
ド
ラ
マ
も
和
田
が

築
き
上
げ
た
演
出
技
法
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
和
田
の
演
出
が
独
自
性
を
増
す
の
は
一
九
五
九
年
頃
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
頃
の
安
部
公
房
と
の
接
触
や
、
安
部
の
脚
本
に
よ
る
ド
ラ
マ
制
作
が
大
き
な
意
味
を
持
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っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
、
脚

本

表
は
、「
石
の
庭
」
以
降
、
お
よ
そ
一
〇
年
の
間
に
和
田
が
演
出
し
た
主
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
が
、
当
時
活
躍
し
て
い
た
多
く
の

文
学
者
に
よ
る
脚
本
の
も
と
で
、
和
田
が
ド
ラ
マ
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
特
に
、
一
九
五
七
年
五
月
に
、
安
部
公
房
、

佐
々
木
基
一
、
花
田
清
輝
、
野
間
宏
ら
が
「
記
録
芸
術
の
会
」
を
立
ち
上
げ
⑻
、
佐
々
木
基
一
の
編
集
で
『
季
刊

現
代
芸
術
』（
一
九

五
八
年
一
〇
月
〜
一
九
五
九
年
六
月
）
を
、
安
部
公
房
の
編
集
で
『
現
代
芸
術
』（
一
九
六
〇
年
一
〇
月
〜
一
九
六
一
年
一
二
月
）
を
刊

行
し
て
い
た
時
期
と
、
和
田
が
本
格
的
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
に
取
り
組
み
始
め
た
時
期
と
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
の
意
味
は
大
き

い
。「
文
学
、
演
劇
、
美
術
、
音
楽
、
映
画
、
放
送
な
ど
あ
ら
ゆ
る
芸
術
分
野
の
閉
鎖
し
た
枠
を
破
り
、
各
分
野
の
交
流
と
綜
合
に
よ
っ

て
、
現
代
芸
術
の
新
し
い
可
能
性
を
発
見
し
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る
こ
と
」、「
一
切
の
芸
術
至
上
主
義
と
一
切
の
大
衆
追
随
主

義
を
排
し
て
、
真
の
意
味
の
大
衆
的
芸
術
を
う
み
出
す
こ
と
」（「
あ
と
が
き
」『
季
刊

現
代
芸
術
』
創
刊
号

一
九
五
八
年
一
〇
月
）

と
い
っ
た
記
録
芸
術
の
会
の
活
動
目
標
が
、
放
送
開
始
間
も
な
い
テ
レ
ビ
と
い
う
大
衆
的
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
関
心
を
引
き
寄
せ
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。『
季
刊

現
代
芸
術
』
創
刊
号
に
は
、
安
部
公
房
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
「
円
盤
来
た
る
」
が
、
同
じ

く
同
誌
第
三
号
（
一
九
五
九
年
六
月
）
に
は
、
椎
名
麟
三
の
「
そ
の
男
」
が
掲
載
さ
れ
て
も
い
る
。

既
に
一
九
五
八
年
五
月
九
日
に
は
、
安
部
に
よ
る
初
の
書
き
下
ろ
し
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
が
畑
中
庸
生
の
演
出
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
放
送
さ
れ
て
お
り
、
安
部
の
テ
レ
ビ
に
対
す
る
関
心
は
和
田
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

和
田
勉
の
演
出
技
法
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表 1950～60年代に和田勉が演出した主なテレビドラマ

備考
芸術祭奨励賞
受賞

芸術祭奨励賞
受賞

芸術祭奨励賞
受賞

芸術祭参加

芸術祭参加

エミー賞参加

芸術祭奨励賞
受賞
芸術祭奨励賞
受賞
芸術祭奨励賞
受賞
芸術祭奨励賞
受賞
芸術祭奨励賞
受賞

保存状態
NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開
なし
なし
NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開
なし
なし

非公開（NHK 番組アー
カイブスに保存）
非公開（NHK 番組アー
カイブスに一部保存）
非公開（NHK 番組アー
カイブスに保存）
なし

なし

なし

非公開（NHK 番組アー
カイブスに保存）
NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開
NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開
なし

NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開
NHK 番組公開ライブラ
リーで一般公開

脚本
有吉佐和子

安部公房
椎名麟三
安部公房

野間宏
椎名麟三

谷川俊太郎

安部公房

内田栄一

開高健・角
谷定夫（柾
木恭介）・
内田栄一
椎名麟三

安部公房

寺山修司

須川栄三

椎名麟三

山内久

山田信夫

山田信夫

タイトル
石の庭

円盤来たる
その男
日本の日蝕

石の顔
自由への証
言
あなたは誰
でしょう
人命救助法

悪い奴

百米道路

我等は死者
と共に
モンスター

一匹

鋳型

約束

はらから

大市民

小さな世界

放送日
1957年11月22日

1959年 2月 6日
1959年 5月 8日
1959年10月 9日

1960年 3月18日
1960年10月21日

1961年 4月29日

1961年 7月26日

1961年 9月 9日

1961年11月11日

1962年 8月 1日

1962年11月16日

1963年 1月16日

1963年10月27日

1964年11月20日

1965年11月20日

1966年11月24日

1967年11月16日
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「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
は
脚
本
、
演
出
共
に
評
判
が
悪
く
⑼
、
安
部
自
身
も
失
敗
と
し
て
位
置
づ
け
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
認
識
が

不
足
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
⑽
。
そ
の
後
、
和
田
は
、
安
部
が
脚
本
を
担
当
し
た
「
円
盤
来
た
る
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五
九
年
二

月
六
日
放
送
）
を
演
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
和
田
が
安
部
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
一
九
五
八
年
八
月
頃
の
こ
と
で
⑾
、
た
ま
た
ま
自
宅

の
隣
に
住
ん
で
い
た
大
阪
勤
労
者
音
楽
協
議
会
の
浅
野
翼
を
通
じ
て
安
部
に
接
触
し
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
依
頼
し
た
と
い
う
⑿
。
当

時
の
浅
野
は
、
安
部
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
可
愛
い
女
」（
一
九
五
九
年
八
月
二
三
日
初
演
）
の
上
演
準
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

大
阪
を
訪
れ
た
安
部
を
和
田
に
紹
介
し
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
端
を
発
し
た
安
部
と
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
は
、
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
「
日
本
の
日
蝕
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五
九
年
一
〇
月
九
日
放
送
）
に
結
実
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
⒀
。
一
九
五
九
年
に
は
和
田
も
記
録

芸
術
の
会
に
入
会
し
て
い
る
の
で
⒁
、
会
を
通
じ
て
椎
名
麟
三
や
野
間
宏
ら
と
も
接
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
椎
名
も
野

間
も
共
に
テ
レ
ビ
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
椎
名
に
と
っ
て
初
め
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
「
そ
の
男
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五

九
年
五
月
八
日
放
送
）
以
降
も
椎
名
と
和
田
は
度
々
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
制
作
し
て
い
る
し
⒂
、
和
田
は
か
ね
て
か
ら
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚

本
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
た
野
間
を
動
か
し
て
「
石
の
顔
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
〇
年
三
月
一
八
日
放
送
）
を
制
作
し
た
と
い
う
⒃
。

「
石
の
顔
」
の
翌
年
に
は
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
に
脚
本
を
依
頼
し
、「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

一
九
六
一
年
四
月

二
九
日
放
送
）
を
制
作
し
て
い
る
。
谷
川
と
和
田
の
接
点
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
谷
川
は
こ
の
ド
ラ
マ
以
前
に
も
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の

脚
本
を
担
当
し
て
お
り
、
放
送
表
現
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
た
文
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
⒄
、
和
田
と
の
関
係
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
谷
川
は
脚
本
を
書
く
前
に
、
音
楽
担
当
の
武
満
徹
も
交
え
て
和
田
と
話
し
合
い
、「
演
出
家
と
作
家
と
の
連
続
し
た
関

係
を
重
視
し
、
戦
線
を
築
く
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
創
っ
て
ゆ
く
」
和
田
の
姿
勢
に
共
感
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
谷
川
は
、「
あ
な
た
は
誰
で

し
ょ
う
」
は
、
ド
ラ
マ
と
し
て
発
想
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
実
在
の
一
人
の
人
間
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
き
て
、
そ
の
人
間
の
お
か
れ
て
い
る
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ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
照
明
を
与
え
て
ゆ
く
、
一
種
の
状
況
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
の
よ
う
な
も
の
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い

う
⒅
。
実
際
、
完
成
し
た
映
像
作
品
は
、
セ
ッ
ト
を
簡
略
化
し
た
演
劇
的
な
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
一
年
七
月
末
、
和
田
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
か
ら
東
京
に
転
任
し
て
お
り
⒆
、
和
田
が
転
任
後
に
初
め
て
演
出
し
た
ド
ラ
マ
が
「
悪
い

奴
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

一
九
六
一
年
九
月
九
日
放
送
）
で
あ
っ
た
。
脚
本
を
担
当
し
た
内
田
栄
一
は
、
高
校
生
の
頃
か
ら
安
部
公
房
ら
の

「
世
紀
の
会
」
に
関
心
を
持
ち
、
一
九
五
五
年
に
安
部
の
勧
め
で
上
京
し
て
か
ら
は
記
録
芸
術
の
会
に
参
加
す
る
と
共
に
『
季
刊

現
代

芸
術
』
等
に
作
品
を
発
表
し
、
そ
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
和
田
と
内
田
と
の
接
触
も
記
録
芸
術
の
会
が
も
た
ら
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
当
初
「
悪
い
奴
」
は
一
九
六
〇
年
六
月
一
六
日
頃
に
放
送
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
米
軍
基
地
の
警
備
員
を
務
め

る
男
が
米
兵
に
銃
を
向
け
る
ド
ラ
マ
の
一
場
面
が
、
激
化
す
る
安
保
闘
争
の
さ
中
に
予
定
さ
れ
て
い
た
米
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
来

日
と
い
う
情
勢
の
中
で
問
題
と
な
り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
放
送
中
止
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
⒇
。
そ
の
後
、
内
田
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
阪
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
「
現
代
人
間
模
様
」
で
、
和
田
が
演
出
し
た
「
涙
の
ワ
ル
ツ
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
〇
年
一
一
月

二
八
日
・
一
二
月
五
日
放
送
）
の
脚
本
を
担
当
し
て
い
る
21
。

放
送
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
内
田
に
よ
る
「
悪
い
奴
」
の
脚
本
は
『
現
代
芸
術
』
創
刊
号
（
一
九
六
〇
年
一
〇
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
脚
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
、「
ハ
ト
の
会
」
と
い
う
団
体
の
指
導
者
と
し
て
日
本
に
革

命
を
起
こ
そ
う
と
画
策
し
て
い
る
「
イ
ン
テ
レ
」
が
、
そ
れ
に
協
力
し
よ
う
と
近
づ
い
て
き
た
男
に
だ
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
後
に
は
革

命
の
た
め
の
テ
ロ
を
仕
掛
け
よ
う
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
映
像
が
現
存
す
る
一
九
六
一
年
九
月
九
日
放
送
分
の
「
悪
い

奴
」
で
は
、
下
層
労
働
者
を
集
め
た
「
世
直
し
団
」
と
い
う
団
体
の
指
導
者
で
あ
る
「
イ
ン
テ
レ
」
と
、
そ
れ
に
協
力
す
る
ふ
り
を
し
て

「
イ
ン
テ
レ
」
を
だ
ま
そ
う
と
す
る
男
が
同
じ
よ
う
に
登
場
は
す
る
も
の
の
、
実
際
に
は
そ
の
「
イ
ン
テ
レ
」
も
「
世
直
し
団
」
の
活
動
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を
金
も
う
け
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
の
末
尾
は
、
そ
の
二

人
に
利
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
た
ち
が
逆
に
暴
動
を
起
こ
し
て
い
く
様
を
、
当
時
の
釜
ヶ
崎
を
写
し
た
井
上
青
龍
の
写
真
を
通
じ
て
示
唆

す
る
と
い
う
も
の
だ
22
。
昭
和
三
六
年
度
の
芸
術
祭
賞
受
賞
作
「
釜
ヶ
崎
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
九
六
一
年
一
一
月
五
日
放
送

茂
木
草
介
作

山
田
智
也
演
出
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
釜
ヶ
崎
は
当
時
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
た
題
材
で
あ
り
、
和
田
も
こ
の
場

に
関
心
を
持
ち
、「
悪
い
奴
」
以
前
に
も
、「
現
代
人
間
模
様
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
作
で
釜
ヶ
崎
を
舞
台
と
し
た
「
好
況
の
町
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
〇
年
四
月
四
日
・
一
一
日
放
送

小
田
和
生
作
）
と
い
う
ド
ラ
マ
の
演
出
に
携
わ
っ
て
い
た
23
。
お
そ
ら
く
、
一
九
六
一
年
八
月

に
生
じ
た
釜
ヶ
崎
の
暴
動
が
「
悪
い
奴
」
に
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
結
果
、
現
存
す
る
映
像
の
よ
う
な
形
に
つ
く
り
直
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

内
田
は
、「
悪
い
奴
」
と
同
年
に
制
作
さ
れ
た
芸
術
祭
参
加
作
「
百
米
道
路
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日
放
送
）
の

脚
本
も
担
当
し
て
い
る
が
、「
百
米
道
路
」
の
脚
本
は
、
開
高
健
と
角
谷
定
夫
（
柾
木
恭
介
）、
そ
し
て
内
田
の
三
人
に
よ
る
合
作
の
体
裁

を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
脚
本
は
、
開
高
が
構
成
と
台
詞
、
人
物
設
定
の
最
終
段
階
を
、
角
谷
が
ド
ラ
マ
の
資
料
選
択
を
、
内
田
が
台
詞
を

担
当
し
、
一
か
月
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
24
。
開
高
も
早
く
か
ら
記
録
芸
術
の
会
に
入
会
し
て
お
り
25
、「
裸
の
王

様
」（『
文
學
界
』
一
九
五
七
年
一
二
月
）
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
後
、「
若
い
日
本
の
会
」
な
ど
の
活
動
や
世
界
各
国
の
訪
問
を
行
う
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
た
。
合
作
脚
本
に
加
わ
っ
た
角
谷
定
夫
は
、
柾
木
恭
介
の
名
で
か
ね
て
か
ら
詩
人
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

記
録
芸
術
の
会
に
加
わ
っ
て
、
映
画
評
論
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
評
論
、
翻
訳
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
安
部
公
房
の
企
画
・
監
修
に
よ
る
ド
ラ

マ
・
シ
リ
ー
ズ
「
お
気
に
召
す
ま
ま
」（
Ｎ
Ｅ
Ｔ

一
九
六
二
年
七
月
一
四
日
〜
一
一
月
二
四
日
）
や
、
和
田
が
演
出
し
た
「
真
実
の
物

語
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

一
九
六
三
年
五
月
一
一
日
放
送
）
の
脚
本
を
担
当
し
た
り
す
る
な
ど
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
ド
ラ
マ
の
脚
本
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執
筆
や
評
論
を
通
じ
て
テ
レ
ビ
業
界
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
も
い
た
26
。

結
果
的
に
「
百
米
道
路
」
は
芸
術
祭
受
賞
作
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
翌
年
に
安
部
公
房
の
脚
本
で
制
作
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風

の
コ
メ
デ
ィ
・
ド
ラ
マ
「
モ
ン
ス
タ
ー
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
二
年
一
一
月
一
六
日
放
送
）
も
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
後
年
の
和

田
は
、「
モ
ン
ス
タ
ー
」
で
の
失
敗
か
ら
、
安
部
公
房
と
疎
遠
に
な
っ
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
27
。
そ
の
後
、
和
田
は
、
か
ね
て
か
ら

脚
本
を
依
頼
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
寺
山
修
司
に
接
触
し
28
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
一
匹
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
三
年
一
月
一
六
日
放
送
）

を
制
作
し
た
29
。
谷
川
か
ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
仕
事
を
勧
め
ら
れ
た
寺
山
は
30
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
執
筆
す

る
よ
う
に
な
り
、
和
田
と
「
一
匹
」
を
制
作
す
る
以
前
に
も
、
芸
術
祭
参
加
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
の
フ
ァ
ル
ス

「
Ｑ
」（
Ｋ
Ｒ

一
九
六
〇
年
一
〇
月
三
一
日
放
送

石
川
甫
演
出
）
の
脚
本
を
担
当
し
て
い
た
。
二
人
の
意
気
投
合
に
よ
っ
て
企
画
が
実

現
し
た
「
一
匹
」
で
は
、
共
通
の
問
題
意
識
を
映
像
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
よ
う
だ
31
。

一
九
六
〇
年
前
後
に
こ
う
し
た
文
学
者
た
ち
に
脚
本
を
依
頼
し
て
い
た
和
田
は
、「
か
つ
て
時
代
の
子
と
し
て
あ
り
え
た
小
説
、
そ
の

客
観
描
写
と
し
て
の
信
任
状
を
確
実
に
得
て
い
た
は
ず
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
も
う
い
ち
ど
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
な
か
で
復
活
・
獲
得
し
よ

う
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
「
充
分
利
用
に
あ
た
い
す
る
ひ
と
つ
の
獲
物
」
で
あ
る
小
説
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
最
大
限
に
利
用
さ
れ
た
と
き

に
、「
今
世
紀
さ
い
し
ょ
の
芸
術
的
課
題
に
、
こ
た
え
う
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。
和
田
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
で
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
記
録
を
止
揚
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
、「「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（＝

脚
本
）
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」（＝

演
出
）
す
る
も
の
」
と
し
て
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
32
。
記
録
へ
の
価
値
付
与
と
そ
の
方
法
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
様
々

な
領
域
で
問
題
化
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
が
33
、
和
田
に
と
っ
て
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録
を
演
出
に
よ
っ
て
止
揚
し
た
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
こ
そ
が
、「
芸
術
の
綜
合
化
」
と
い
う
「
今
世
紀
さ
い
し
ょ
の
芸
術
的
課
題
」
に
応
え
る
表
現
手
段
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
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和
田
の
発
想
は
、
記
録
芸
術
の
会
や
そ
の
周
辺
の
文
学
者
た
ち
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

和
田
が
演
出
し
た
芸
術
祭
参
加
作
は
、
こ
う
し
た
作
家
た
ち
に
よ
る
脚
本
の
も
と
で
制
作
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
八
年
度
の
参
加
作

で
あ
る
「
鋳
型
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
三
年
一
〇
月
二
七
日
放
送
）
の
脚
本
は
、
や
や
傾
向
が
異
な
る
。「
鋳
型
」
の
脚
本
は
、
映
画
監
督

の
須
川
栄
三
が
担
当
し
て
お
り
、
須
川
は
、
大
藪
春
彦
の
同
名
小
説
を
映
画
化
し
た
「
野
獣
死
す
べ
し
」（
一
九
五
九
年
六
月
九
日
公
開
）

や
、
や
は
り
大
藪
の
小
説
を
原
作
と
し
て
寺
山
修
司
が
脚
本
を
執
筆
し
た
映
画
「
み
な
殺
し
の
歌
よ
り

拳
銃
よ
さ
ら
ば
！
」（
一
九
六

〇
年
一
一
月
二
九
日
公
開
）
等
で
の
監
督
実
績
に
加
え
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
で
の
実
績
も
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。「
鋳
型
」
の
脚
本
に

つ
い
て
、
大
藪
郁
子
は
、「
構
成
と
か
科
白
の
様
な
技
術
的
な
点
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
種
の
ド
ラ
マ
に
あ
り
が
ち
な
観
念
的
な
稚
拙
さ

生
硬
さ
は
全
く
み
あ
た
ら
ず
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
、
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
、「
平
易
な
映
画
的
語
り
口
が
少
し
身

に
つ
き
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
で
は
な
か
っ
た
」34
と
言
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
「
鋳
型
」
は
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
が
、
こ
の
ド
ラ
マ
に
和
田
の
変
化
を
読
み
取
る
評
が
見
ら
れ
、
和
田
の
作
品
に
し
て
は
理
解
が
容
易
で
あ
る
こ
と
や
35
、
俳
優
の

個
性
に
頼
っ
た
ド
ラ
マ
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
36
な
ど
の
点
に
そ
の
兆
候
を
認
め
て
い
る
。

「
鋳
型
」
を
制
作
し
た
翌
年
、
椎
名
麟
三
の
脚
本
で
「
約
束
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
四
年
一
一
月
二
〇
日
放
送
）
を
演
出
し
、
そ
の
難
解

さ
が
話
題
に
な
り
な
が
ら
も
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
後
37
、
和
田
は
、
山
内
久
の
脚
本
で
「
は
ら
か
ら
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
五
年

一
一
月
二
〇
日
放
送
）
を
、
山
田
信
夫
の
脚
本
で
「
大
市
民
」（
一
九
六
六
年
一
一
月
二
四
日
放
送
）、「
小
さ
な
世
界
」（
一
九
六
七
年
一

一
月
一
六
日
放
送
）
を
制
作
し
た
。
山
内
久
は
、
多
く
の
映
画
脚
本
や
、
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
夏
」（
Ｃ
Ｘ

一
九
六
三
年
一
一
月
一
六
日
放
送
）
の
脚
本
を
担
当
し
た
実
績
の
持
ち
主
で
あ
る
し
、
同
様
に
山
田
信
夫
も
、
映
画
脚
本
家
と
し
て
の
実

績
や
、
や
は
り
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
「
若
も
の

努
の
場
合
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

一
九
六
二
年
一
一
月
二
三
日
放
送
）
の
脚
本
を
担
当
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し
た
実
績
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
和
田
が
演
出
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
専
門
と
す
る
脚
本

家
に
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
新
進
気
鋭
の
文
学
者
た
ち
と
の
ド
ラ
マ
制
作
は
影
を
ひ
そ
め
て

い
く
。
和
田
自
身
も
、
こ
の
時
期
に
テ
レ
ビ
業
界
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
後
に
回
想
し
て
い
る
が
38
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始
か
ら
一
〇
年

以
上
経
過
し
た
一
九
六
〇
年
代
半
ば
は
、
テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
が
安
定
感
を
示
し
始
め
る
と
同
時
に
、
新
た
な
表
現
を
試

み
る
場
と
し
て
は
限
界
を
さ
ら
け
出
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
演
出
に
お
け
る
和
田
の
実
験
的
試
み
だ
け
で
な
く
、
安
部
公
房
ら
記

録
芸
術
の
会
に
集
っ
た
者
た
ち
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
も
徐
々
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、
テ
レ
ビ
へ
の
期
待
も
薄
れ
て
い
っ
た
39
。
和
田
の

演
出
も
、
そ
う
し
た
テ
レ
ビ
業
界
そ
の
も
の
の
状
況
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

テ
レ
ビ
と
い
う
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
に
期
待
す
る
文
学
者
た
ち
の
脚
本
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
を
展
開
し
て
い
っ
た
和
田
勉
で
あ

っ
た
が
、
和
田
に
よ
る
ド
ラ
マ
演
出
の
最
大
の
特
徴
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
多
用
に
あ
る
と
言
っ
て
良
く
、
当
時
�
ア
ッ
プ
の
ベ
ン
�
と

言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
だ
40
。
こ
の
手
法
は
、
和
田
が
本
格
的
に
演
出
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
の
狭
さ
や
テ
レ
ビ
受
像
機
の
画
面
の
小
さ
さ
と
い
っ
た
当
時
の
テ
レ
ビ
を
め
ぐ
る
環
境
的
条
件
が
生
ん
だ

手
法
で
も
あ
っ
た
41
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
和
田
の
恩
師
で
あ
る
飯
島
正
「
テ
レ
ビ
方
法
論
ノ
ー
ト
」（『
放
送
文
化
』
一
九
五
六
年
一
一

月
）
は
、
小
さ
い
テ
レ
ビ
画
面
で
は
、
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
を
頻
繁
に
用
い
る
よ
う
な
大
ス
ク
リ
ー
ン
映
画
や
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
映
画
の
技
法
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で
は
な
く
、
小
ス
ク
リ
ー
ン
映
画
が
用
い
て
い
る
よ
う
な
２
シ
ョ
ッ
ト
や
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
技
法
を
用
い
る
べ
き
だ
と
、
早
く
か
ら
提

言
し
て
い
た
。
そ
し
て
飯
島
は
、「
い
や
で
も
応
で
も
、
人
間
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
主
体
と
な
り
、
そ
れ
が
人
間
関
係
（
個
人
お
よ
び

社
会
）
の
ド
ラ
マ
と
な
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
「
文
学
的
な
題
材
」
と
テ
レ
ビ
と
の
間
に
は
調
和
性
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

も
い
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
が
参
考
に
す
べ
き
小
ス
ク
リ
ー
ン
映
画
の
例
と
し
て
は
、
無
声
映
画
、
特
に
そ
の
後
期
の
純
粋
映
画
を
挙

げ
て
お
り
、「
た
と
え
ば
、
カ
ア
ル
・
ド
レ
イ
エ
ル
の
『
裁
か
る
る
ジ
ャ
ン
ヌ
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
・
全
篇
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
の
連

続
み
た
い
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
、
テ
レ
ビ
の
表
現
技
術
に
い
い
暗
示
を
あ
た
え
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
提
言
に
共
鳴
し
た
和
田
は
42
、
前
述
し
た
「
帰
っ
て
来
た
人
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
脚
本
を
飯
島
に
依
頼
し
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
や
２
シ
ョ
ッ
ト
、
３
シ
ョ
ッ
ト
を
基
本
と
す
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
技
法
を
確
認
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
い
っ
た
43
。
例
え
ば
、
三
〇

分
の
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
「
帰
っ
て
来
た
人
」
で
は
、
飯
島
と
和
田
に
よ
る
綿
密
な
手
紙
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
全
一
一
五
カ
ッ
ト
の
内

八
五
カ
ッ
ト
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ
の
他
は
２
シ
ョ
ッ
ト
の
バ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
か
ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ョ
ッ
ト
で
占
め

ら
れ
た
映
像
を
実
現
し
た
よ
う
だ
44
。
ち
な
み
に
飯
島
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
表
現
の
モ
デ
ル
と
し
た
「
裁
か
る
ゝ
ジ
ャ
ン
ヌ
」（
カ
ー
ル
・

テ
オ
ド
ア
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
監
督

一
九
二
八
年
制
作

一
九
二
九
年
一
〇
月
二
五
日
日
本
公
開
）
を
和
田
が
実
際
に
観
た
の
は
一
九
六
二

年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
の
と
き
の
和
田
は
、
映
画
を
支
え
て
い
る
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
技
法
よ
り
も
、
前
述
し
た
よ
う

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録
と
の
相
克
を
こ
の
映
画
か
ら
抽
出
し
、
評
価
し
て
い
る
45
。

初
め
て
の
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
「
石
の
庭
」
に
は
、
さ
ほ
ど
印
象
的
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
放
送
当
時

は
こ
の
ド
ラ
マ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
技
術
を
評
価
す
る
声
も
見
ら
れ
る
し
46
、
安
部
公
房
に
脚
本
を
依
頼
し
た
「
円
盤
来
た
る
」
は
、
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
演
出
上
の
基
本
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
た
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
47
。
た
だ
し
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
円
盤
来
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た
る
」
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
よ
り
も
、
そ
の
特
異
な
音
響
効
果
が
話
題
を
呼
ん
で
お
り
、
音
響
に
お
け
る
和
田
の
演
出
上
の
転
機
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
ド
ラ
マ
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
音
響
面
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
意
識
し
た
演
出
が
、
や
は
り
安
部
の
脚
本
に
よ
る

「
日
本
の
日
蝕
」
に
結
実
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
に
は
、
脱
走
兵
を
恐
れ
る
村
人
た
ち
の
反
応
を
描
い
た
場
面

が
あ
り
、
特
に
そ
の
よ
う
な
場
面
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
48
。
特
徴
的
な
の
は
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
つ
く
ら
れ
る
俳

優
た
ち
の
驚
愕
や
戸
惑
い
の
表
情
を
映
し
出
す
そ
れ
で
あ
り
、
俳
優
を
違
え
て
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
の
カ
ッ
ト
が
、
連
呼
さ
れ
る
声
の
音

響
効
果
を
伴
っ
て
、
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
視
聴
者
に
与
え
て
い
る
。

大
阪
で
生
活
し
て
い
た
和
田
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
お
い
て
人
物
の
身
体
部
位
や
事
物
と
い
っ
た
断
片
の
連
続
性
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

を
参
考
に
、「
何
か
ご
く
つ
ま
ら
な
い
断
片
に
も
等
し
い
も
の
が
持
っ
て
い
る
物
の
意
味
の
無
限
の
拡
大
と
、
そ
こ
に
結
果
と
し
て
創
り

出
さ
れ
る
新
た
な
現
実
と
い
う
も
の
、
そ
れ
を
丁
度
俳
句
の
様
に
表
現
し
て
み
せ
る
の
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
も
の
の
ミ
ソ
」
で
あ
る

と
も
考
え
て
お
り
49
、
そ
の
よ
う
な
発
想
が
、「
日
本
の
日
蝕
」
に
お
け
る
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
ド
ラ
マ

の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、
俳
優
た
ち
の
指
や
腕
と
い
っ
た
身
体
の
部
位
、
あ
る
い
は
、
室
内
の
日
常
的
な
事
物
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、
脱
走
兵
を
警
戒
し
て
戸
締
り
の
た
め
に
打
ち
付
け
ら
れ
る
釘
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
釘
と
い
う
物
そ

の
も
の
の
意
味
と
そ
れ
を
打
ち
付
け
る
行
為
自
体
の
意
味
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
脱
走
兵
を
拒
絶
す
る
村
の
物
語
と
の
関
係
が
視
聴

者
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
く
。
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
事
物
の
日
常
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
視
聴
者
を
日
常
性
か
ら
解
放
し

よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
手
法
は
50
、「
日
本
の
日
蝕
」
に
お
い
て
は
、
事
物
や
事
象
の
断
片
が
、
背
後
に
あ
る
物
語
の
展
開
と
一
定
の
関

係
性
を
保
ち
な
が
ら
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

和
田
は
、
俳
優
の
演
技
に
お
け
る
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、「「
物
ま
た
は
人
間
」
の
・「
内
部
を
見
る
」
た
め
に
あ
る
」51
と
断
言
し
て
お
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り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
多
く
の
ド
ラ
マ
の
基
本
的
な
構
図
と
も
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
様
式
や
対
象
は
様
々
だ
。
例
え
ば

「
悪
い
奴
」
で
は
、「
世
直
し
団
」
を
指
導
し
て
い
た
「
イ
ン
テ
レ
」
が
、
父
親
の
死
に
よ
っ
て
遺
産
が
手
に
入
る
こ
と
が
分
か
っ
た
途

端
、
カ
メ
ラ
越
し
に
視
聴
者
に
対
し
て
「
世
直
し
団
」
が
単
な
る
金
も
う
け
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
告
白
す
る
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
が
見
ら
れ
（
図
１
）、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
人
命
救
助
法
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
六
一
年
七
月
二
六
日
放

送
）
で
は
、
水
難
救
助
の
ビ
ラ
を
逆
さ
に
映
す
シ
ョ
ッ
ト
（
図
２
）
や
、「
水
難
救
助
表
彰
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
を
画
面
一
杯
に
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
シ
ョ
ッ
ト
（
図
３
）
も
見
ら
れ
、
書
か
れ
て
い
る
記
述
の
内
容
や
文
字
の
意
味
を
無
効
化
し
、
こ
と
ば
の
概
念
を
剥
ぎ

取
る
こ
と
で
、
人
命
救
助
に
よ
っ
て
名
誉
を
得
よ
う
と
す
る
作
中
人
物
の
欲
望
を
茶
化
す
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
後
で
詳
述
す
る
、

同
一
の
台
詞
を
連
呼
す
る
こ
と
で
台
詞
の
音
声
の
み
を
強
調
し
、
そ
の
意
味
内
容
を
ズ
ラ
し
て
い
く
よ
う
な
音
響
効
果
も
同
様
の
目
的
を

図 1 写真提供：NHK

図 2 写真提供：NHK

図 3 写真提供：NHK
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持
っ
て
い
る
が
、「
人
命
救
助
法
」
で
試
み
ら
れ
て
い
る
文
字
の
反
転
や
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、
言
わ
ば
自
動
化
さ
れ
た
事
物
と
し
て
の

文
字
表
記
を
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
し
て
視
聴
者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
日
常
的
な
事
物
の
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、「
約
束
」
の
冒
頭
部
分
で
立
て
続
け
に
用
意
さ
れ
て
い
る
、
ガ
マ
ガ
エ
ル
や
畳
に
こ
ぼ
れ
た
飯
粒
、
水
と
コ
ッ

プ
な
ど
に
向
け
ら
れ
た
そ
れ
が
特
徴
的
で
52
、
こ
れ
ら
の
映
像
は
、「
日
本
の
日
蝕
」
と
同
様
の
目
的
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
物
語
の
展

開
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
事
物
と
の
関
係
性
が
や
や
希
薄
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
微
妙
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
効
果
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

整
理
す
る
と
、「
日
本
の
日
蝕
」
と
「
約
束
」
で
は
同
じ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
用
い
て
い
て
も
、
そ
の
対
象
と
物
語
と
の
関
係
性
は
い

さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
中
で
表
象
さ
れ
る
限

り
に
お
い
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
対
象
と
物
語
と
が
完
全
に
切
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、「
日
本
の
日
蝕
」
よ
り
も
「
約
束
」
の
方

が
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
物
と
物
語
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
田
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に

つ
い
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
用
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「〈
全
景
の
否
定
、
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
の
拒
否
〉」
に
は
、「〈
位
置
関
係
〉
の
否

定
、〈
ス
ト
オ
リ
ィ
〉
の
拒
否
、
結
論
と
し
て
の
「
概
念
」
の
破
壊
」
が
あ
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
映
像
は
、
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
を
用
い

る
こ
と
で
把
握
さ
れ
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
の
構
図
の
伝
達
を
拒
否
し
、
物
語
の
展
開
を
視
聴
者
に
予
期
さ
せ
る
力
学
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
物
そ
の
も
の
を
映
し
出
す
こ
と
で
、
こ
と
ば
が
構
築
し
て
い
る
よ
う
な
概
念
や
日
常
性
を
破
壊
す
る
と
も

い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、「
何
よ
り
も
〈
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
〉」
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
し
、

「
あ
ら
ゆ
る
〈
関
係
〉
と
い
う
も
の
が
、
そ
こ
で
は
た
ち
切
ら
れ
て
」
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
部
分
に
こ
そ
、

和
田
は
こ
と
ば
を
超
え
た
映
像
の
役
割
を
見
た
の
で
あ
っ
た
53
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
当
初
恩
師
の
飯
島
か
ら
示
唆
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
用
法
は
、
和
田
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
演
出
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
そ
の
目
的
が
い
さ
さ
か
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
飯
島
は
俳
優
の
顔
や
そ

の
表
情
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
映
画
「
裁
か
る
ゝ
ジ
ャ
ン
ヌ
」
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
表
現
の
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え

て
い
た
が
、
こ
の
映
画
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
が
も
た
ら
す
緊
迫
感
や
情
動
の
喚
起
よ
り
も
54
、
こ
の
映
画
か
ら
和
田
が
読
み
取
っ
た
の
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録
と
の
相
克
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
和
田
に
と
っ
て
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
と
は
、
情
動
の
素
材
を
仕
立
て
あ
げ
、
そ

こ
に
視
聴
者
を
誘
う
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
な
の
で
あ
る
。
非
合
理
的
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
断
続

を
ド
ラ
マ
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
視
聴
者
の
感
情
移
入
を
回
避
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
目
的
が
あ
る
の
だ
。
前
掲
し
た
よ
う
に
、
和

田
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
「「
物
ま
た
は
人
間
」
の
・「
内
部
を
見
る
」
た
め
に
あ
る
」
手
法
と
考
え
て
い
る
が
、
和
田
の
言
う
「
内

図 4 写真提供：NHK

図 5 写真提供：NHK

図 6 写真提供：NHK
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部
」
と
は
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
多
用
す
る
一
方
で
、「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
や
「
鋳
型
」
な
ど
に
お
い
て
作
中
人
物
た
ち
の
真
上

に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
そ
の
頭
頂
部
を
垂
直
に
映
す
よ
う
な
ハ
イ
ア
ン
グ
ル
シ
ョ
ッ
ト
が
時
折
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
の
冒
頭
で
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
撮
影
す
る
ス
タ
ジ
オ
そ
の
も
の
が
映
し
出
さ
れ
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
撮
影
自
体
を
撮
影
す
る
よ
う
な
映
像
が
用
意
さ
れ
て
い
る
し
（
図
４
）、「
鋳
型
」
に
も
、
自
由
を
求
め
て
田
舎
か
ら
上
京
し
て

き
た
青
年
を
真
上
か
ら
映
し
た
り
（
図
５
）、
三
角
関
係
に
あ
る
男
女
三
人
を
真
上
か
ら
捉
え
た
り
す
る
シ
ョ
ッ
ト
が
あ
る
（
図
６
）。
映

像
が
現
存
し
な
い
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
の
写
真
資
料
か
ら
も
、
作
中
人
物
の
頭
頂
部
を
映
し
た
俯
瞰
的
な
シ
ョ
ッ
ト
が
存
在
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
55
。

過
剰
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
と
そ
の
多
用
に
よ
っ
て
、
作
中
人
物
た
ち
の
表
情
と
の
距
離
を
極
端
に
縮
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ハ
イ
ア

ン
グ
ル
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
作
中
人
物
た
ち
に
対
す
る
鳥
瞰
的
な
視
点
を
視
聴
者
に
与
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
作
中
人
物
た
ち
へ
の

視
聴
者
の
感
情
移
入
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
和
田
は
、
既
存
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
内
在
化
さ
れ
た
平
凡

な
リ
ア
リ
テ
ィ
と
、
そ
れ
が
生
み
出
す
日
常
性
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
撮
影
風
景
そ
の
も
の
の
撮
影
や
、
作
中
人
物
同
士
に
想
定

さ
れ
な
い
よ
う
な
視
線
の
遠
近
法
も
、
こ
れ
ら
が
映
像
で
あ
る
こ
と
、
虚
構
で
あ
る
こ
と
へ
の
自
己
言
及
を
示
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
の
俯
瞰
シ
ョ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
谷
川
俊
太
郎
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
視
聴
者
と
ド
ラ
マ
と
の
距
離
を
確
保
し
、
視
聴
者
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
日
常
性
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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三
、
停
止
画
像

芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
「
日
本
の
日
蝕
」
を
契
機
に
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
和
田
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
く
が
、
日
常
性
を
揺

り
動
か
そ
う
と
す
る
和
田
の
演
出
は
こ
の
技
法
に
の
み
表
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
和
田
は
し
ば
し
ば
ド
ラ
マ
の
中
で
人
物
の
写
真
パ

タ
ー
ン
や
、
そ
れ
に
よ
る
映
像
の
切
り
返
し
を
用
い
て
お
り
、
野
間
宏
脚
本
の
「
石
の
顔
」
で
は
特
に
こ
の
手
法
を
多
用
し
て
い
た
よ
う

だ
。
残
念
な
が
ら
「
石
の
顔
」
の
映
像
が
現
存
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
技
法
を
確
認
す
る
方
法
が
な
い
が
、「
人
間
の
パ
タ
ン
化
・
ス
テ

レ
オ
化
を
、
写
真
と
い
う
固
着
し
た
イ
メ
ー
ジ
」56
の
中
に
位
置
づ
け
る
目
的
の
も
と
に
試
み
ら
れ
た
こ
の
演
出
を
、
野
間
宏
は
「
時
間

の
永
続
性
を
の
ぞ
か
せ
る
方
法
」
と
し
て
理
解
し
、
高
く
評
価
し
た
57
。
ま
た
、
前
掲
し
た
「
好
況
の
町
」
と
い
う
ド
ラ
マ
で
は
、「
動

か
な
い
生
活
の
鋳
型
・
パ
タ
ン
化
・
ス
テ
レ
オ
化
の
一
つ
の
形
」
を
ね
ら
っ
た
、「
生
活
部
分
の
写
真
パ
タ
ン
に
よ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の

積
み
重
ね
」
と
い
う
技
法
も
用
い
て
い
た
よ
う
だ
が
58
、
こ
れ
は
、「
日
本
の
日
蝕
」
の
中
で
村
人
た
ち
の
生
活
風
景
を
農
具
な
ど
の
事

物
で
換
喩
的
に
映
し
出
そ
う
と
し
た
方
法
と
ほ
ぼ
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
写
真
パ
タ
ー
ン
の
使
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
度
合
い
を
よ
り
一
層
強
調
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
日
本
の
日
蝕
」
に
は
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
中
に
フ
ィ
ル
ム
を
一
カ
ッ
ト
ず
つ
挿
入
す
る
よ
う
な
演
出
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
戦
死
し
た
死
体

な
ど
を
映
し
た
実
写
フ
ィ
ル
ム
の
断
片
が
、
村
人
た
ち
を
映
す
シ
ー
ン
の
中
に
混
入
し
て
も
い
る
。
和
田
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
断
片
が
「
日

常
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
中
へ
突
然
割
り
込
ん
で
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
（
も
う
一
つ
の
日
常
の
）
リ
ア
リ

テ
ィ
と
衝
突
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
変
革
し
て
ゆ
く
」59
こ
と
を
考
え
て
お
り
、「
石
の
顔
」
に
も
こ
の
手
法
は
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
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だ
60
。
ド
ラ
マ
の
映
像
と
質
的
に
レ
ベ
ル
の
異
な
る
実
写
フ
ィ
ル
ム
を
混
入
さ
せ
る
こ
と
は
、
映
像
と
物
語
の
双
方
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
効
果
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録＝

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
の
対
立
構
図
を
無
効
化
す
る
よ
う
な

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。「
悪
い
奴
」
の
末
尾
は
、
井
上
青
龍
が
写
し
た
釜
ヶ
崎
の
写
真
や
、
そ
の
喧
騒
を
表
す
音
声
に
よ

っ
て
、
一
九
六
一
年
八
月
に
生
じ
た
釜
ヶ
崎
の
暴
動
を
示
唆
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
（
図
７
）、
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
も
同
様

の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

映
像
が
現
存
す
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、「
人
命
救
助
法
」
が
、
写
真
パ
タ
ー
ン
の
印
象
を
最
も
強
く
刻
み
込
ん
で
い
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
人
命
救
助
の
名
誉
を
得
よ
う
と
す
る
者
た
ち
の
欲
望
と
、
そ
れ
を
利
用
し
て
一
儲
け
を
た
く
ら
ん
だ
末
に
死

を
迎
え
る
男
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
描
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
で
、
作
中
人
物
た
ち
の
欲
望
が
前
景
化
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
顔
の
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
と
写
真
パ
タ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
顔
写
真
は
、
故
意
に
歪
め
ら
れ
た
よ
う
な
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
（
図
８
・
９
）。
当
時
の
テ
レ
ビ
の
特
殊
効
果
で
は
、
喜
劇
的
な
表
現
を
ね
ら
っ
た
画
像
の
変
形
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
61
、
写

真
パ
タ
ー
ン
で
こ
う
し
た
表
現
を
行
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
歪
め
方
は
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
人
命
救
助
法
」
の
写
真
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
、
和
田
は
、「
何
と
い
っ
て
も
一
見
動
い
て
い
る
よ
う
で
実
は
全
く
動
い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
私
た
ち
の
日
常
的
現
実
を
、

全
く
（
ど
う
こ
ろ
ん
だ
っ
て
）
動
か
な
い
写
真
パ
タ
ー
ン
で
見
せ
る
こ
と
ぐ
ら
い
安
直
！
適
確
！
な
象
徴
的
効
果
は
な
い
」
と
考
え
て
頻

用
し
、「
当
然
写
真
パ
タ
ー
ン
は
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
。
鏡
を
た
た
き
割
っ
て
顔
を
う
つ
し
、
ね
じ
っ
た
印
画
紙
に
現
象
し

た
や
つ
も
試
作
し
て
み
た
が
、
こ
れ
は
凝
り
す
ぎ
て
ス
ト
レ
ー
ト
な
効
果
が
な
か
っ
た
」62
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
写
真
パ
タ
ー
ン
を

「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
に
見
せ
る
方
法
も
様
々
に
試
み
た
ら
し
い
。
ド
ラ
マ
の
中
で
何
度
も
反
復
さ
れ
る
こ
の
写
真
パ
タ
ー
ン
の
演
出
に
よ
っ

て
、「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
「
日
常
的
現
実
」
で
あ
る
作
中
人
物
た
ち
の
欲
望
や
困
惑
が
、
皮
肉
ら
れ
、
茶
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ユ
ー
モ
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ア
に
も
転
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
和
田
の
演
出
が
や
や
変
化
を
示
し
始
め
る
「
鋳
型
」
に
お
い
て
印
象
的
な
の
は
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
の
多

用
だ
。
既
に
「
一
匹
」
で
も
、
衝
突
音
の
音
響
効
果
と
呼
応
さ
せ
る
形
で
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
鋳
型
」

で
は
こ
の
手
法
が
演
出
の
中
心
と
も
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
職
業
の
人
物
が
登
場
す
る
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
意
識
や
階
級

意
識
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
が
可
能
か
否
か
を
問
い
か
け
て
い
く
物
語
で
、
放
送
当
時
の
ド
ラ
マ
評
も
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
物
語
内
容
と
演

出
技
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
大
藪
郁
子
「
鋳
型
（
第
一
八
回
芸
術
祭
参
加
作
品
評
）」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
』
一
九
六
四
年
一
月
）
は
、「
適
切
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
テ
ー
マ
に
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
た
ス
ト
ッ
プ
シ
ー
ン
の
使
い
方
、
即
物
的

な
イ
メ
ー
ジ
の
積
重
ね
。
│
│
つ
ま
り
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
和
田
勉
イ
ズ
ム
が
こ
の
ド
ラ
マ
の
空
間
を
ひ
ろ
げ
、
同
時
に
、
並
列
的
な

図 7 写真提供：NHK
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
一
つ
の
ド
ラ
マ
に
集
中
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
さ
せ
る
鍵
に
な
っ
た
」
と
評
価
し
、
一
般
視
聴
者
で

あ
る
東
京
都
新
宿
区
の
鈴
木
英
夫
も
、「「
鋳
型
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
た
ち
が
、
大
都
会
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
鋳
型
の
な
か
で

み
せ
る
人
間
喜
劇
だ
っ
た
が
、
見
ご
た
え
は
十
分
。
こ
と
に
急
停
止
す
る
カ
メ
ラ
型
式
、
鋳
型
を
打
ち
出
す
表
現
の
効
果
音
な
ど
た
く
み

だ
っ
た
」（「
マ
イ
ク
へ
一
言
」『
毎
日
新
聞
』
夕
刊

一
九
六
三
年
一
〇
月
三
〇
日
）
と
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。
新
聞
評
で
あ
る
Ｋ
「
テ

レ
ビ
週
言
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
三
年
一
一
月
二
日
）
は
、「
演
出
上
の
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
職
業
人
と
階
級
人

の
間
の
断
絶
と
連
続
を
暗
示
し
て
テ
レ
ビ
的
画
面
の
美
し
さ
や
テ
ン
ポ
を
意
識
的
に
破
壊
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
自
由
の
追
求
と
し
て
十

分
結
晶
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
演
出
技
法
と
ド
ラ
マ
の
主
題
と
の
齟
齬
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
こ
の
ド
ラ
マ
の
技
法
そ
の
も
の
は
印
象
的
に
映
っ
た
よ
う
だ
。

一
四
回
に
及
ん
だ
和
田
勉
の
連
載
「
実
践
的
演
出
論
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
三
年
五
月
〜
一
九
六
四
年
九
月
）
に
は
、
こ
の

「
鋳
型
」
の
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
触
れ
た
記
述
が
あ
り
、「「
散
文
」
で
い
え
ば
句
読
点
の
知
的
リ
ズ
ム
が
大
切
な
の
で
あ

り
、
ピ
リ
オ
ド
の
打
ち
方
・
決
め
方
と
い
っ
た
も
の
が
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
ド
ラ
マ
」
に
お
い
て
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
／
そ
れ

は
、
ひ
と
つ
の
世
界
を
区
切
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の
世
界
の
初
め
と
終
り
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
／
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
多
く
の
作
中
人
物
が
登
場
す
る
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
そ
の
人
物
の
物
語
ご

と
に
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
確

か
に
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
区
切
る
「
句
読
点
の
知
的
リ
ズ
ム
」「
ピ
リ
オ
ド
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

だ
が
、
こ
の
技
法
も
、
映
像
を
度
々
停
止
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
自
己
言
及
的
に
示
す
機
能
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
既
存
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
内
在
化
し
て
い
る
平
凡
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
異
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
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あ
ろ
う
。「
鋳
型
」
は
、
こ
う
し
た
撮
影
技
術
と
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
効
果
音
に
よ
っ
て
、
芸
術
祭
奨
励
賞
の
み
な
ら
ず
第
三
回
日
本

テ
レ
フ
ィ
ル
ム
技
術
賞
を
受
賞
し
た
63
。

ま
た
、
谷
川
俊
太
郎
に
脚
本
を
依
頼
し
た
「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
や
、
寺
山
修
司
に
脚
本
を
依
頼
し
た
「
一
匹
」
で
印
象
的
な
の

は
、
文
字
表
現
に
よ
る
停
止
画
像
だ
。「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
で
は
、「
１＝

∞
」（
１
イ
コ
ー
ル
無
限
大
）
と
い
う
数
式
の
後
（
図

）、「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
映
し
出
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ロ
ー
ル
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
だ
が
、
和
田
は
、
谷

川
の
脚
本
に
お
け
る
こ
の
数
式
を
、「
彼
は
く
り
か
え
し
一
人
の
彼
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
１
イ
コ
ー
ル
無
限
大
の
数
式
を
成
立
さ
せ
て

い
る
」
と
理
解
し
た
と
い
う
64
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
映
像
と
し
て
表
象
で
き
な
い
谷
川
の
詩
的
表
現
の
余
剰
が
あ
り
、
物
語
の
展
開

の
末
に
、「
１＝

∞
」
を
解
釈
す
る
余
地
を
視
聴
者
に
委
ね
た
結
果
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、「
１
」
は
作
中
人
物
の
男
と
し
て

図 10 写真提供：NHK

図 11 写真提供：NHK
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も
、
視
聴
者
を
指
す
「
あ
な
た
」
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
「
あ
な
た
」
が
か
け
が
え
の
な
い
凡
庸
な
一
人
で
あ
る
と
も
、「
あ

な
た
」
の
日
常
は
世
界
に
無
数
に
存
在
す
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
様
々
な
解
釈
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
読
者
に
預
け
ら
れ
る
形
で
ド

ラ
マ
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
の
だ
。

同
様
に
、
自
宅
で
飼
育
し
て
い
た
牛
の
太
郎
を
、
東
京
の
牛
肉
処
理
場
ま
で
探
し
に
行
く
少
年
を
描
い
た
「
一
匹
」
の
冒
頭
で
は
、

「
答
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に

質
問
は
た
っ
た
一
つ
し
か
出
来
な
か
っ
た

少
年
に
と
っ
て
そ
れ
は
自
ら
大
人
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
」
と
い
う
文
字
表
現
が
映
し
出
さ
れ
（
図

）、「
答
」
や
「
質
問
」
の
内
実
が
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
、
こ
の
ド
ラ
マ
が
少
年
の
成
長
譚

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
く
。
物
語
の
展
開
の
中
で
、
少
年
の
「
質
問
」
と
は
、
い
な
く
な
っ
た
牛
の
太
郎
の
行
方
を
問
う
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
や
は
り
ド
ラ
マ
の
末
尾
に
用
意
さ
れ
た
「
少
年
は
太
郎
が
み�

ん�

な�

の�

も�

の�

に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
」
と

い
う
文
字
表
現
に
よ
っ
て
（
図

）、「
み�

ん�

な�

の�

も�

の�

に
な
っ
た
」
と
い
う
認
識
が
そ
の
「
答
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
く
。
こ
の

ド
ラ
マ
に
お
い
て
も
、
傍
点
を
付
さ
れ
た
「
み
ん
な
の
も
の
」
を
解
釈
す
る
幅
は
視
聴
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
太
郎
が
東

京
の
食
肉
処
理
場
で
食
肉
と
な
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
文
字
通
り
の
解
釈
や
、
そ
う
し
た
過
程
に
社
会
の
あ
り
様
を
読
み
取
る
解
釈
、
物

語
の
力
学
通
り
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
そ
れ
を
捉
え
る
解
釈
が
生
じ
て
い
く
。
さ
ら
に
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
飼
っ
て
い
た
牛
が
食
肉
と
化
し

た
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
少
年
の
変
化
そ
の
も
の
へ
と
向
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
65
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た

文
字
表
現
の
停
止
画
像
は
、
言
語
表
現
の
持
つ
余
剰
を
そ
の
ま
ま
視
聴
者
に
伝
達
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
も
、
あ
る
い
は
、
映
像
化
困
難

な
そ
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
表
象
の
痕
跡
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
や
歌
人
の
寺
山
修
司
に
脚

本
を
依
頼
し
た
ド
ラ
マ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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四
、
音

響

和
田
が
演
出
に
お
い
て
重
視
し
て
い
た
の
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
や
停
止
画
像
な
ど
の
視
覚
的
効
果
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
時
期
か

ら
、「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
音
の
重
要
さ
は
、「
見
え
な
い
も
の
を
見
せ
る
」、
と
い
う
こ
の
ひ
と
こ
と
に
つ
き
る
」66
、「
極
論
す
れ

ば
「
テ
レ
ビ
」
と
は
、「
見
る
も
の
」
で
は
な
く
て
「
聞
く
も
の
」
で
す
ら
あ
る
」67
と
も
言
う
よ
う
に
な
っ
た
和
田
は
、
早
い
段
階
か
ら

斬
新
な
音
響
効
果
を
試
み
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
円
盤
来
た
る
」
に
お
け
る
試
み
に
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
ド
ラ

マ
に
お
け
る
音
響
効
果
は
、
脚
本
を
依
頼
し
た
安
部
公
房
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
安
部
は
、
当
時
日
本
で
も
放
送
さ
れ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
デ
ィ
・
ド
ラ
マ
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ル
ー
シ
ー
」
の
中
で
人
為
的
に
作
ら
れ
て
い
る
観
客
の
拍
手
や
笑
い
声
を
、
テ
レ

ビ
の
機
能
を
生
か
し
た
効
果
と
し
て
評
価
し
て
い
た
68
。「
円
盤
来
た
る
」
の
脚
本
に
は
こ
の
笑
い
声
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、「
し
の

び
笑
い
」
や
「
爆
笑
」
と
い
っ
た
笑
い
の
度
合
い
も
細
か
く
指
示
さ
れ
て
い
る
上
に
、
ド
ラ
マ
の
末
尾
は
拍
手
で
結
ば
れ
て
も
い
る
。
安

部
の
脚
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
和
田
は
共
有
し
、
四
五
分
の
ド
ラ
マ
に
三
二
か
所
の
人
為
的
な
笑
い
声
を
挿
入
す
る
こ
と

で
テ
レ
ビ
独
自
の
表
現
を
模
索
し
た
。
台
詞
と
同
じ
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
の
笑
い
声
は
、
既
存
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

が
保
っ
て
い
た
�
自
然
さ
�
を
そ
れ
と
し
て
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
の
�
自
然
さ
�
へ
の
視
聴
者
の
馴
化
を
対
象
化
す
る
よ
う
な
工
夫
と
し

て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、「
円
盤
来
た
る
」
は
、
和
田
が
培
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
の
遺
産
を
ぶ
ち
こ

わ
す
よ
う
な
感
覚
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
69
。

た
だ
し
、
こ
の
人
為
的
な
笑
い
声
の
演
出
に
対
す
る
視
聴
者
の
反
応
は
思
わ
し
い
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
う
し
た
形
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式
に
慣
れ
て
い
な
い
一
般
視
聴
者
は
、「
出
演
者
（
菅
井
一
郎
、
長
田
正
隆
ほ
か
）
の
好
演
で
楽
し
く
見
ら
れ
た
が
、
時
々
笑
い
声
が
入

っ
た
の
は
う
な
ず
け
な
い
。
公
開
放
送
だ
っ
た
ら
、
そ
の
よ
う
に
初
め
に
断
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」（
福
島
県
大
橋
秀
行
）
と
新
聞
に
寄
稿

し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
和
田
が
、「
あ
の
笑
声
は
公
開
の
ス
タ
ジ
オ
で
の
も
の
で
す
。
舞
台
的
要
素
を
盛
り
こ
ん
だ
テ
レ
ビ
番
組

「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ル
ー
シ
ー
」
と
同
じ
演
出
方
法
を
ド
ラ
マ
に
試
み
た
も
の
で
、
テ
レ
ビ
的
表
現
の
一
つ
で
す
」
と
新
聞
紙
上
で
そ
の
趣

旨
を
説
明
し
て
も
い
る
70
。
音
響
効
果
の
背
景
を
知
っ
て
い
る
識
者
の
評
価
も
厳
し
く
、
内
村
直
也
「
テ
レ
ビ
週
言
」（『
毎
日
新
聞
』
朝

刊

一
九
五
九
年
二
月
一
四
日
）
は
、「
演
出
は
野
心
的
だ
が
、
画
面
か
ら
き
こ
え
て
く
る
観
客
の
笑
い
声
は
、
扱
い
が
は
な
は
だ
不
自

然
。「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ル
ー
シ
ー
」
の
よ
う
な
効
果
は
あ
げ
て
い
な
い
。
せ
っ
か
く
語
り
手
が
聴
視
者
に
話
し
か
け
る
部
分
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
と
笑
い
声
と
を
結
び
つ
け
る
と
よ
か
っ
た
」
と
不
満
を
漏
ら
し
、
安
部
の
脚
本
か
ら
「
新
し
い
テ
レ
ビ
の
表
現
を
発
見
す
る

手
が
か
り
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
柾
木
恭
介
「
安
部
公
房
の
異
色
作
「
円
盤
来
る
」」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五

九
年
三
月
一
五
日
）
も
、
こ
の
脚
本
の
笑
い
声
が
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ル
ー
シ
ー
」
の
笑
い
声
と
は
異
な
る
意
味
を
持
ち
、
そ
の
表
現
上

「「
笑
声
」
と
「
語
り
手
」
は
き
り
は
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二
つ
が
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い

る
。柾

木
は
、「
円
盤
来
た
る
」
の
脚
本
か
ら
、
演
技
す
る
と
同
時
に
演
技
し
な
い
演
技
の
実
現
可
能
性
を
こ
の
ド
ラ
マ
に
期
待
し
て
お
り
、

こ
の
人
為
的
な
笑
い
や
拍
手
の
効
果
に
虚
構
と
記
録
と
を
め
ぐ
る
問
題
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
和
田
は
、
テ
レ
ビ
独
自
の
様
式
と

い
う
観
点
か
ら
こ
の
音
響
効
果
を
捉
え
て
い
た
た
め
、
実
際
に
放
送
さ
れ
た
映
像
作
品
は
、
柾
木
の
期
待
と
は
ズ
レ
る
も
の
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
笑
い
声
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
制
作
現
場
で
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
和
田
の
演
出
助
手
を
務
め
た
成
島
庸
夫

は
、
笑
い
声
と
拍
手
の
処
理
に
つ
い
て
「
も
っ
と
徹
底
的
に
形
式
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
71
。「
円
盤
来
た
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る
」
の
映
像
は
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
記
述
か
ら
そ
の
音
響
効
果
を
推
察
す
る
し
か
な
い
が
、
一
部
映
像
が
現
存

す
る
「
人
命
救
助
法
」
で
は
、
こ
の
笑
い
声
や
拍
手
の
音
響
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
作
中
人
物
の
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
や
写
真
パ
タ
ー
ン
と
呼
応
さ
せ
る
形
で
、
笑
い
声
や
拍
手
、
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
歌
が
設
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
欲
に
溺
れ
る
作
中
人
物
の
内
面
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
風
刺
さ
れ
て
い
る
。
和
田
は
、「
人
命
救
助
法
」

に
つ
い
て
、「
カ
メ
ラ
に
向
っ
て
行
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
テ
レ
ビ
演
技
の
一
つ
の
秘
密
で
あ
る
」
と
考
え
た
結
果
、
カ
メ
ラ
か
ら
テ

レ
ビ
受
像
機
を
通
じ
て
、
視
聴
者
が
ド
ラ
マ
に
参
加
す
る
様
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
笑
い
声
や
拍
手
を
設
定
し
た
よ
う
だ
72
。
こ
の
演
出
に
つ

い
て
は
、「
日
本
の
日
蝕
」
以
降
和
田
勉
の
評
価
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
か
好
意
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
73
、
和
田
自
身
は
、「
ス
タ
ッ

フ
の
教
養
と
抑
制
が
わ
ざ
わ
い
し
て
失
敗
し
た
」
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
た
め
74
、「
円
盤
来
た
る
」
同
様
に
、
制
作
現
場
で
の
様
々

な
条
件
が
影
響
し
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。

人
為
的
な
笑
い
声
や
拍
手
の
音
響
効
果
も
、「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ル
ー
シ
ー
」
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
表
現
の
可
能
性
に
対

す
る
期
待
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
う
し
た
技
法
を
用
い
る
一
九
五
九
年
頃
か
ら
和
田
が
独
自
の
音
響
効
果
を
模

索
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。
和
田
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
同
一
の
台
詞
を
同
一
の
単
純
な
発
声
で
連
続
的
に
反
復
さ
せ
る
よ
う
な

音
響
効
果
も
用
い
始
め
、
や
は
り
映
像
が
現
存
し
な
い
「
漁
港
で
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

一
九
五
九
年
五
月
二
五
日
・
六
月
一
日
放
送

茂
木
草

介
作
）
と
い
う
ド
ラ
マ
で
そ
れ
を
試
み
て
い
た
ら
し
い
。
和
田
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
音
響
効
果
は
、
こ
と
ば
の
「
日
常
性
・
日
常
化
を

現
実
の
一
回
性
に
お
い
て
再
び
日
常
の
中
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
く
り
返
し
の
連
続
に
よ
っ
て
逆
に
そ
れ
ら
が
持
つ
日
常
性
か
ら
の
脱

却
・
変
革
を
意
図
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
和
田
は
、
同
一
の
台
詞
を
単
純
な
音
声
に
還
元
す
る
こ
と
で
、「
コ
ト
バ
自
体
と
い
う

も
の
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
和
田
に
と
っ
て
既
存
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
台
詞
と
は
、「
く
り
返
し
の
な
い
一
回
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性
に
よ
る
日
常
的
な
も
の
の
日
常
へ
の
還
元
そ
れ
自
体
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
を
和
田
は
、「
自
然
主

義
」
や
「
日
常
主
義
」
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
75
。
事
物
や
事
象
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
や
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
中
に
挿
入
さ
れ

る
停
止
画
像
が
、
映
像
や
画
像
に
よ
っ
て
、
こ
と
ば
に
孕
ま
れ
て
い
る
概
念
や
記
号
内
容
の
自
明
性
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
の
音
響
効
果
は
、
こ
と
ば
を
同
一
の
音
声
と
し
て
反
復
す
る
こ
と
で
、
そ
の
自
明
性
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
技
法
は
、
や
は
り
「
日
本
の
日
蝕
」
に
結
実
し
て
い
く
の
だ
が
、
例
え
ば
、
脱
走
兵
に
怯
え
る
村
を
描
い
た
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、

物
語
の
中
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
台
詞
の
「
脱
走
兵
」
と
い
う
語
と
差
異
化
さ
れ
る
形
で
、
音
響
効
果
と
し
て
の
「
ダ
ッ
ソ
ウ
ヘ
イ
」

と
い
う
語
が
映
像
の
背
後
で
連
呼
さ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
り
、
台
詞
の
こ
と
ば
を
、
意
味
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
媒
介
と
し
て
し
か
扱
わ

な
い
既
存
の
ド
ラ
マ
へ
の
批
評
性
が
そ
こ
か
ら
抽
出
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
と
ば
の
質
感
を
露
呈
さ
せ
る
こ
の
演
出
は
、
戦
中
の
日
常
の

中
で
規
定
さ
れ
て
い
た
「
脱
走
兵
」
と
い
う
語
の
意
味
と
、
そ
の
意
味
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
価
値
観
に
視
聴
者
を
立
ち
止
ま
ら
せ
、
そ

の
意
味
や
価
値
観
を
音
声
に
よ
っ
て
ズ
ラ
し
て
い
く
よ
う
な
力
も
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
以
後
の
ド
ラ
マ
で
も
、
微
妙
に
効
果

を
違
え
た
形
で
こ
の
技
法
は
反
復
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、「
人
命
救
助
法
」
で
は
、
ド
ラ
マ
の
背
後
で
、「
メ
イ
ヨ
」
や
「
オ
ボ
レ
ル
モ

ノ
ハ
ワ
ラ
ヲ
モ
ツ
カ
ム
」
と
い
っ
た
同
一
の
台
詞
を
合
唱
形
式
で
反
復
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
語
に
表
れ
た
登
場
人
物
た
ち
の
内
面
を

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
表
象
し
、
そ
の
欲
望
を
茶
化
す
よ
う
な
効
果
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
同
一
の
語
の
反
復
や
合
唱
に
よ
っ
て

生
じ
る
そ
の
語
の
意
味
内
容
か
ら
の
ズ
レ
を
、
ユ
ー
モ
ア
や
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
転
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
人
命
救
助
法
」

は
、
こ
う
し
た
台
詞
の
反
復
や
合
唱
を
行
う
主
体
と
、
前
述
し
た
笑
い
声
や
拍
手
の
主
体
と
が
、
視
聴
者
の
ド
ラ
マ
に
参
加
す
る
視
聴
者

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
判
断
さ
れ
る
た
め
、
単
な
る
音
響
効
果
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
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「
一
匹
」
で
も
、
同
一
の
語
を
反
復
す
る
音
響
効
果
は
多
用
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
牛
の
太
郎
が
東
京
に
遣
ら
れ
た
こ
と
を
少
年
が

知
る
場
面
や
少
年
が
東
京
に
到
着
し
た
場
面
で
は
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
と
い
う
語
が
、
少
年
が
牛
を
探
し
に
東
京
や
食
肉
処
理
場
へ
向
か
う

場
面
で
は
「
タ
ロ
ウ
」
と
い
う
語
が
、
食
肉
処
理
場
で
太
郎
が
肉
片
に
な
っ
た
こ
と
を
少
年
が
知
る
場
面
で
は
「
ニ
ク
」
と
い
う
語
が
、

ド
ラ
マ
の
末
尾
近
く
で
は
食
肉
処
理
場
の
労
働
者
た
ち
が
横
並
び
に
行
進
し
な
が
ら
（
図

）
少
年
を
呼
ぶ
「
ボ
ウ
ズ
」
と
い
っ
た
語

が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
呼
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
東
京
」
や
「
太
郎
」、「
肉
」、「
坊
主
」
と
い
っ
た
反
復
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
語
そ
の

も
の
や
、
そ
れ
ら
の
語
が
反
復
さ
れ
て
い
る
場
面
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
、
こ
と
ば
の
音
声
面
の
強
調
に
よ
っ
て
意
味
内
容
を
ズ
ラ
し
、

日
常
性
か
ら
の
脱
却
や
そ
の
変
革
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
少
年
の
内
面
に
響
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
ば
を
音
声
と
意
味
内
容

と
を
結
合
さ
せ
た
形
で
反
復
し
、
音
響
効
果
と
し
て
利
用
し
て
い
る
側
面
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
。

つ
ま
り
、「
日
本
の
日
蝕
」
や
「
人
命
救
助
法
」
で
は
、
反
復
さ
れ
る
こ
と
ば
と
作
中
人
物
の

内
面
と
の
間
に
一
定
の
距
離
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
視
聴
者
に
対
し
て
日
常
性
か
ら
の
距
離
を

生
み
出
し
て
も
い
た
の
だ
が
、「
一
匹
」
で
は
、
こ
の
技
法
が
既
に
和
田
の
演
出
の
中
で
馴
化
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
視
聴
者
が
捉
え
る
こ
と
ば
と
作
中
人
物
の
内
面
と
の
距
離
が
相
対
的
に
縮

小
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
食
肉
処
理
場
の
労
働
者
た
ち

に
よ
る
「
坊
や

み
ん
な
太
郎
な
ん
だ
よ
」「
み
ん
な
太
郎
だ
」「
太
郎
だ
」
と
い
う
朗
ら
か
な
合

唱
や
、
労
働
者
た
ち
が
「
坊
主
」
と
い
う
語
の
連
呼
と
拍
手
に
よ
っ
て
少
年
に
エ
ー
ル
を
送
る
よ

う
な
音
響
効
果
は
、
飼
育
し
て
い
た
牛
が
食
肉
に
な
る
と
い
う
悲
劇
性
を
ズ
ラ
し
、
少
年
の
成
長

と
自
立
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
描
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
人
命
救
助
法
」
の
そ
れ
と
は
ま
た

図 13 写真提供：NHK
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異
な
っ
た
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
日
本
の
日
蝕
」「
人
命
救
助
法
」「
一
匹
」
で
は
、
確
か
に
同
様
の
音
響
効
果

が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
脚
本
全
体
に
わ
た
る
表
現
の
力
学
や
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
想

定
さ
れ
る
効
果
は
異
な
る
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
音
響
効
果
に
つ
い
て
は
、
和
田
に
よ
る
自
己
言
及
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
和
田
に
よ
る
判
断
が
強
く
働
い
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
、
和
田
演
出
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
音
響
効
果
は
こ
れ
ら
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
日

本
の
日
蝕
」
の
物
語
全
体
で
反
復
さ
れ
て
い
る
叫
び
声
と
も
う
め
き
声
と
も
と
れ
る
よ
う
な
効
果
音
や
、
脱
走
兵
の
鉄
道
自
殺
を
予
感
さ

せ
る
汽
笛
の
音
76
、
芸
術
祭
の
審
査
員
た
ち
に
強
い
印
象
を
与
え
た
と
い
う
「
自
由
へ
の
証
言
」
の
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
音
響
効
果
77
、「
あ
な

た
は
誰
で
し
ょ
う
」
で
の
心
臓
音
を
始
め
と
し
た
様
々
な
効
果
音
な
ど
78
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。「
一
匹
」
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
終
わ
る

ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る
の
は
、
少
年
が
駆
け
て
い
く
足
音
で
あ
り
、
牛
の
太
郎
が
食
肉
と
な
る
状
況
を
受
け
入
れ
る
少
年

の
自
立
と
成
長
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
描
い
た
こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
物
語
内
容
と
呼
応
し
て
、
こ
の
音
響
は
極
め
て
印
象
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
一
匹
」
や
「
鋳
型
」、「
約
束
」
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
衝
突
音
や
爆
撃
音
の
よ
う
な
効
果
音
、「
約
束
」

全
編
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
し
ず
く
が
垂
れ
る
よ
う
な
音
や
、
警
察
に
よ
る
取
り
調
べ
の
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ボ
ン
ボ
ン

時
計
の
音
な
ど
も
同
様
だ
。
こ
う
し
た
音
響
効
果
が
当
時
の
視
聴
者
に
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
79
、
こ

れ
ら
が
全
て
和
田
の
発
想
に
よ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
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お

わ

り

に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
多
用
や
衝
突
音
な
ど
を
用
い
た
音
響
効
果
は
、
そ
の
後
制
作
さ
れ
た
「
大
市
民
」、「
小
さ
な
世
界
」
に
も
見
ら

れ
、
一
九
六
三
年
頃
か
ら
の
和
田
の
演
出
技
法
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
頃
か
ら
和
田
の
演
出
に
よ
る

ド
ラ
マ
の
難
解
さ
は
影
を
潜
め
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、「
は
ら
か
ら
」
に
つ
い
て
、
志
賀
信
夫
は
、「
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
を
多
用

し
た
り
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
り
コ
マ
の
ば
し
を
使
用
し
た
り
、
前
衛
的
な
技
法
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
を
現
わ

し
て
い
た
」
と
、
例
の
演
出
技
法
に
触
れ
た
上
で
、「
難
解
な
和
田
氏
の
ド
ラ
マ
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
き
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
80
。
同
様
に
、
志
賀
は
「
大
市
民
」
に
つ
い
て
も
、「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
映
像
・
音
声
に
よ
る
芸
術
的
表
現
の
可
能
性
を
追
究
し
た
時

代
は
、
も
う
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
こ
の
ド
ラ
マ
に
抱
き
、「
大
市
民
」
が
「
面
白
く
わ
か
り
や
す
い
」

秀
作
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
81
。
こ
の
頃
の
一
般
視
聴
者
の
感
想
を
見
て
も
、
和
田
演
出
の
ド
ラ
マ
に
以
前
の
よ
う
な
難
解
さ
は

感
じ
て
お
ら
ず
、『
東
京
新
聞
』（
朝
刊

一
九
六
五
年
一
一
月
二
八
日
）
に
は
、「「
は
ら
か
ら
」
に
胸
を
つ
か
れ
た
」
三
人
の
視
聴
者
の

感
想
が
紹
介
さ
れ
、
同
様
に
、「
小
さ
な
世
界
」
に
つ
い
て
も
、
ド
ラ
マ
に
共
感
を
覚
え
た
視
聴
者
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
82
。

こ
う
し
て
、
和
田
が
演
出
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
変
化
を
迎
え
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
田
が
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
で
試
み
て
い
た
演
出
技
法
が
、
当
時
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
現
在
か
ら
見
て
も
、
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
特
異
性
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
決
し
て
和
田
の
個
性
か
ら
の
み
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
和
田
と

同
時
期
に
前
衛
的
な
映
像
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
松
本
俊
夫
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
「
西
陣
」（
一
九
六
一
年
制
作

第

回
ヴ

和
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ェ
ネ
チ
ア
国
際
記
録
映
画
祭
サ
ン
・
マ
ル
コ
銀
獅
子
賞
受
賞
）
に
は
、
西
陣
織
の
織
機
の
単
調
な
動
き
や
、
作
業
す
る
職
人
た
ち
の
指
や

手
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
様
々
な
事
物
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
西
陣
織
の
関
係
者
た
ち
の
会
議
を
頭
頂
部
か
ら
撮
影
し
た
俯
瞰

的
な
シ
ョ
ッ
ト
が
存
在
す
る
83
。
ま
た
、
西
陣
織
に
つ
い
て
語
る
関
係
者
た
ち
の
声
を
、
時
折
語
句
の
反
復
を
交
え
な
が
ら
無
機
質
に
構

成
し
た
音
響
効
果
も
印
象
的
だ
。
同
じ
く
松
本
が
制
作
し
た
「
石
の
詩
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

一
九
六
三
年
二
月
二
八
日
放
送
）
は
、
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
が
撮
影
し
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
石
切
り
場
の
写
真
を
、
時
折
一
八
〇
度
回
転
さ
せ
た
り
、
ネ
ガ
ポ
ジ
を
反
転
さ
せ
た
り
し

な
が
ら
構
成
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
、
連
続
す
る
写
真
の
背
後
に
は
、
石
を
叩
き
、
擦
る
よ
う
な
音
響
が
漂
っ
て
い
る
84
。

「
西
陣
」
や
「
石
の
詩
」
に
見
ら
れ
る
、
身
体
の
部
位
や
事
物
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
頭
頂
部
を
映
す
俯
瞰
的
な
シ
ョ
ッ
ト
、
写
真
の
使

用
、
音
響
効
果
な
ど
は
、
和
田
の
演
出
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
表
現
と
重
複
す
る
も
の
だ
。

松
本
は
、「
芸
術
が
発
見
し
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
固
有
な
「
も
の
」」
と
は
、「
意
識
の
対
象
に
さ
れ
た
裸
形
の
現
実
、
つ
ま
り
、

は
じ
め
て
意
識
さ
れ
た
現
実
と
し
て
の
「
も
の
」」
で
あ
り
、
そ
れ
を
映
像
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
「
映
像
表
現
の
純
粋
化
の
方
向
」

が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
85
、
意
識
と
安
定
し
た
対
応
関
係
を
持
っ
て
い
な
い
「
も
の
」
を
映
像
に
よ
っ
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
、
対
象
に
対

す
る
新
た
な
意
味
の
発
見
と
創
造
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
松
本
の
意
図
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に
対
す
る

和
田
の
目
的
と
重
な
り
合
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
高
度
消
費
社
会
を
「
の
っ
ぺ
り
し
た
「
日
常
性
」」
の
蔓
延
と
し
て
捉
え
る

松
本
の
認
識
や
、
そ
こ
に
潜
む
矛
盾
を
描
く
方
法
と
し
て
の
従
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
す
る
批
判
、
あ
る
い
は
、「「
音
」
と
映
像
の
対
話

の
可
能
性
」
の
中
に
「「
視
聴
覚
的
表
現
」
の
可
能
性
」
を
見
る
音
響
効
果
の
重
要
性
、
さ
ら
に
は
、
観
る
者
を
感
情
移
入
に
誘
う
よ
う

な
ド
ラ
マ
の
否
定
な
ど
、
和
田
の
問
題
意
識
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
多
い
86
。
こ
れ
は
、
松
本
の
動
向
が
和
田
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
と

い
う
事
実
よ
り
も
87
、
当
時
の
前
衛
的
な
映
像
の
中
に
潜
在
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
和
田
や
松
本
の
目
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指
し
た
映
像
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
を
取
り
巻
い
て
い
た
多
く
の
映
像
表
現
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
和
田
が
言
及
し
て
い
る
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
監
督
の
映
画
「
抵
抗
」（
一
九
五
六
年
制
作

一
九
五
七
年
七
月
二
〇
日

日
本
公
開
）
は
88
、
松
本
が
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
音
に
最
高
度
の
表
現
性
を
与
え
る
」
映
画
と
し
て
評
価
し
て
お
り
89
、
和
田
が
「
情
事

と
い
う
こ
と
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
」
を
描
い
た
映
画
と
し
て
評
価
し
た
「
情
事
」（
一
九
六
〇
年
制
作

一
九
六
二
年
一
月
三
〇
日
日

本
公
開
）
の
監
督
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
の
方
法
に
90
、
松
本
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
手
法
を
見
て
い
る
91
。
フ
ラ
ン

ス
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
映
画
に
対
す
る
評
価
は
和
田
と
松
本
で
は
異
な
る
が
92
、
和
田
が
演
出
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
見
ら
れ

る
、
作
中
人
物
が
映
像
を
観
る
者
へ
カ
メ
ラ
越
し
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ト
や
、
俳
優
た
ち
の
頭
頂
部
を
映
す
よ
う
な
俯
瞰
的
な

シ
ョ
ッ
ト
、
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
効
果
、
手
持
ち
カ
メ
ラ
に
よ
る
移
動
撮
影
と
い
っ
た
様
々
な
技
法
は
、「
大
人
は
判
っ
て

く
れ
な
い
」（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
監
督

一
九
五
九
年
制
作

一
九
六
〇
年
三
月
一
七
日
日
本
公
開
）、「
勝
手
に
し
や
が
れ
」

（
ジ
ャ
ン＝

リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
監
督

一
九
五
九
年
制
作

一
九
六
〇
年
三
月
二
六
日
日
本
公
開
）、「
地
下
鉄
の
ザ
ジ
」（
ル
イ
・
マ

ル
監
督

一
九
六
〇
年
制
作

一
九
六
一
年
二
月
一
六
日
日
本
公
開
）
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
の
代
表
作
に
も
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
93
、
前
述
し
た
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
記
録
を
止
揚
し
よ
う
と
し
た
和
田
の
映
像
論
は
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
境
界
を
消
去
し
よ
う
し
た
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
映
画
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
94
。
ヌ
ー

ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
第
二
次
大
戦
後
の
映
画
か
ら
抽
出
し
た
よ
う
な
時
間
そ
の
も
の
の
露

出
、
例
え
ば
、
純
粋
な
光
学
的
、
音
声
的
状
況
や
、
イ
メ
ー
ジ
の
非
合
理
的
切
断
に
よ
る
再
連
結
な
ど
の
表
象
を
95
、
和
田
の
演
出
し
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
何
ら
か
の
形
で
吸
収
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

む
ろ
ん
こ
れ
は
、
当
時
の
映
画
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
否
定
や
、
ド
ラ
マ
へ
の
感
情

和
田
勉
の
演
出
技
法
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移
入
の
否
定
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ま
た
は
映
像
に
対
す
る
自
己
言
及
性
は
、
記
録
芸
術
の
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
の
演
劇
を
土
台
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
演
劇
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
実
践
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
和

田
の
演
出
技
法
も
96
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
言
う
「
異
化
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
自
然
主
義
や
日
常
主
義
に
陥
っ
た
既
存
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
批

判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
97
。
同
時
に
、
読
書
家
で
あ
っ
た
和
田
の
多
く
の
記
述
に
は
98
、
当
時
の
文
学
、
哲
学

を
大
量
に
摂
取
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
、
そ
れ
を
演
出
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の

知
識
人
層
に
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ン＝

ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
の
小
説
「
嘔
吐
」
に
お
い
て
、
主
人
公
の
青
年
ロ
カ
ン
タ
ン
が
、
周

囲
の
事
物
の
名
前
や
意
味
を
失
っ
て
そ
の
存
在
に
嘔
気
を
催
す
場
面
と
、
和
田
が
「
約
束
」
な
ど
で
日
常
的
な
事
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

で
映
し
出
し
た
こ
と
や
、
松
本
が
名
前
や
意
味
が
剥
ぎ
取
ら
れ
た
裸
形
の
「
も
の
」
を
捉
え
る
映
像
表
現
を
志
向
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と

は
99
、
通
底
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
同
時
代
の
映
像
表
現
や
思
想
状
況
が
形
づ
く
っ
て
い
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
問
題
に
加
え
、
そ
も
そ
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
は

個
人
の
そ
れ
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
本
稿
で
述
べ
た
様
々
な
演
出
技
法
を
和
田
固
有
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
発
想
に
も
慎
重

に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
な
が
ら
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
和
田
勉
の
演
出
技
法
が
、
日
々
産
出
さ
れ
消
失
し

て
い
く
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
い
て
、
消
費
さ
れ
得
な
い
何
か
を
、
そ
れ
を
視
た
者
に
残
し
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

注⑴

拙
論
「
作
家
が
見
た
テ
レ
ビ
│
可
能
性
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
│
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
参
照
。

⑵

和
田
勉
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
岩
波
書
店

二
〇
〇
四
年
六
月
）
を
参
照
し
た
。

⑶

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
編
『
芸
術
祭

年
史
資
料
編
（
下
）』（
文
化
庁

一
九
七
六
年
三
月
）、
飯
島
正
『
ぼ
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く
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
青
蛙
房

一
九
九
一
年
三
月
）、
牧
野
守
「
評
伝
飯
島
正
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
九
六
年
三
月
一
五
日
）、
和
田

勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
飯
島
正
と
和
田
勉
の
ド
ラ
マ
制
作
に
つ
い
て
は
、
飯
島
正
「
テ
レ
プ
レ
イ
に
つ
い
て
│

創
作
体
験
の
中
か
ら
│
」（『
映
画
評
論
』
一
九
五
八
年
九
月
）、
和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論
│
攻
撃
の
論
理
に
つ
い
て
│
」（『
季
刊

テ
レ
ビ
研

究
』
一
九
五
九
年
七
月
）
に
詳
し
い
。

⑷

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

⑸
「
テ
レ
ビ
週
評
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊

一
九
五
七
年
一
一
月
二
七
日
）、「
テ
レ
ビ
評
」（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
夕
刊

一
九
五
七
年
一
一
月
三

〇
日
）
参
照
。

⑹
「
読
者
の
テ
レ
ビ
評
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

一
九
五
七
年
一
一
月
二
四
日

東
京
都
佐
藤
敬
三
）
参
照
。

⑺

飯
島
正
「
Ｔ
Ｖ
談
義
（
５
）」（『
映
画
評
論
』
一
九
五
八
年
一
月
）
参
照
。

⑻

佐
々
木
基
一
『
昭
和
文
学
交
友
記
』（
新
潮
社

一
九
八
三
年
一
二
月
）
参
照
。

⑼

例
え
ば
、
山
「
放
送
短
評
」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊

一
九
五
八
年
五
月
一
一
日
）、
Ｎ
「
テ
レ
ビ
週
言
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
五
八
年
五

月
一
七
日
）
な
ど
。『
朝
日
新
聞
』（
東
京
版
夕
刊

一
九
五
八
年
五
月
一
八
日
）
の
「
読
者
の
テ
レ
ビ
評
」
に
は
、「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
と
マ

ル
セ
ル
・
エ
イ
メ
の
作
品
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑽

安
部
公
房
「
即
興
性
と
一
回
性
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
八
年
九
月
一
日
）
参
照
。

⑾

和
田
勉
「
安
部
公
房
さ
ん
の
「
こ
と
」」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
五
年
四
月
）
参
照
。

⑿

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

⒀

拙
論
「
安
部
公
房
作
「
日
本
の
日
蝕
」
を
読
む
／
視
る
」（『
同
志
社
国
文
学
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
参
照
。

⒁

佐
々
木
基
一
『
昭
和
文
学
交
友
記
』（
前
掲
）、
玉
井
五
一
・
坂
堅
太
・
橋
本
あ
ゆ
み
・
山
口
直
孝
「
玉
井
五
一
氏
に
聞
く
│
戦
後
の
文
学
芸
術
運

動
を
め
ぐ
っ
て
│
付
『
記
録
芸
術
の
会
月
報
』
総
目
次
」（『
二
松
學
舍
大
学
人
文
論
叢
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
参
照
。

⒂

椎
名
麟
三
と
和
田
勉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
椎
名
麟
三
作
「
約
束
」
を
読
む
／
視
る
」（『
同
志
社
国
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
を

参
照
の
こ
と
。

⒃

野
間
宏
「
衝
突
す
る
二
つ
の
世
界
「
石
の
顔
」
は
何
を
生
ん
だ
か
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
一
日
）
参
照
。

⒄

米
倉
律
「
文
学
者
達
が
論
じ
た
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
〜
草
創
期
の
放
送

そ
の
可
能
性
は
ど
う
語
ら
れ
て
い
た
か
〜
」（『
放
送
研
究
と
調
査
』
二
〇
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一
一
年
一
二
月
）
参
照
。

⒅

谷
川
俊
太
郎
「
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
料
理
」（「
作
品
研
究

あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
一
年
六
月
）
参
照
。

⒆

嶋
地
孝
麿
「
東
京
に
来
た
和
田
勉
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
一
年
八
月
一
五
日
）
参
照
。

⒇

松
田
浩
・
メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所
『
戦
後
史
に
み
る

テ
レ
ビ
放
送
中
止
事
件
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

一
九
九
四
年
九
月
）、
安
田
常
雄
「
テ

レ
ビ
の
な
か
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│
一
九
六
〇
年
代
を
中
心
に
」（『
社
会
を
消
費
す
る
人
び
と
│
│
大
衆
消
費
社
会
の
編
成
と
受
容
』（
岩
波
書
店

二
〇
一
三
年
一
月
）
参
照
。

21

内
田
栄
一
に
つ
い
て
は
、
児
島
美
奈
子
監
修
『
内
田
栄
一

全
表
現
活
動
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ1930-1995

』（
薔
薇
の
詩
刊
行
会＝

ア
ン
カ
ー
ズ

出
版
局

一
九
九
五
年
四
月
）
を
参
照
し
た
。

22
「
悪
い
奴
」
の
番
組
情
報
に
つ
い
て
は
、「
ス
ラ
ム
街
を
喜
劇
的
に
え
ぐ
る

和
田
勉
演
出
の
『
悪
い
奴
』（『
朝
日
新
聞
』
東
京
版
朝
刊

一
九
六

一
年
九
月
九
日
）
を
参
照
し
た
。

23

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

24
「
道
路
建
設
め
ぐ
る
人
間
悪
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日
）、「
今
夜

芸
術
祭
参
加
ド
ラ
マ
二
つ
」（『
朝
日
新
聞
』
東

京
版
朝
刊

一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日
）
参
照
。

25

玉
井
五
一
・
坂
堅
太
・
橋
本
あ
ゆ
み
・
山
口
直
孝
「
玉
井
五
一
氏
に
聞
く
│
戦
後
の
文
学
芸
術
運
動
を
め
ぐ
っ
て
│
付
『
記
録
芸
術
の
会
月
報
』

総
目
次
」（
前
掲
）
参
照
。

26

柾
木
恭
介
『
猫
ば
や
し
が
聞
こ
え
る
』（
績
文
堂
出
版

二
〇
〇
五
年
四
月
）
参
照
。

27

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

28

田
澤
拓
也
『
虚
人

寺
山
修
司
伝
』（
文
春
文
庫

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
参
照
。

29
「
一
匹
」
に
つ
い
て
は
、
堀
江
秀
史
「
寺
山
修
司
の
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
認
識
│
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
発
掘
資
料
『
一
匹
』（1963

）
を
中
心
に
」

（『
映
像
学
』
二
〇
一
一
年
五
月
）
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

30

高
取
英
『
寺
山
修
司

過
激
な
る
疾
走
』（
平
凡
社
新
書

二
〇
〇
六
年
七
月
）
参
照
。

31

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

32

和
田
勉
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
馬
鹿
」（『
文
芸
』
一
九
六
二
年
七
月
）
参
照
。
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33

鳥
羽
耕
史
『
１
９
５
０
年
代
│
「
記
録
」
の
時
代
』（
河
出
書
房
新
社

二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
参
照
。

34

大
藪
郁
子
「「
鋳
型
（
第
一
八
回
芸
術
祭
参
加
作
品
評
）」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
四
年
一
月
）
参
照
。

35

志
賀
信
夫
「
月
間

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
評

芸
術
祭
参
加
作
品
を
中
心
と
し
て
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
三
年
一
二
月
）
参
照
。

36

遠
藤
慎
吾
「�
創
造
�
へ
の
周
到
さ
を

演
出
�
技
術
�
の
進
歩
は
部
分
的
（

年
度
芸
術
祭

選
考
総
評
と
問
題
点
）」（『
放
送
と
宣
伝

Ｃ
Ｂ

Ｃ
レ
ポ
ー
ト
』
一
九
六
四
年
二
月
）
参
照
。

37

拙
論
「
椎
名
麟
三
作
「
約
束
」
を
読
む
／
視
る
」（
前
掲
）
を
参
照
の
こ
と
。

38

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

39

拙
論
「
作
家
が
見
た
テ
レ
ビ
│
可
能
性
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
│
」（
前
掲
）
を
参
照
の
こ
と
。

40

高
橋
孝
輝
「
和
田
勉

日
本
の
日
蝕
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

」（『
放
送
文
化
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
）、
和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

41

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

42

飯
島
正
『
ぼ
く
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
前
掲
）
参
照
。

43

和
田
勉
『
テ
レ
ビ
自
叙
伝
』（
前
掲
）
参
照
。

44

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論
│
攻
撃
の
論
理
に
つ
い
て
│
」（
前
掲
）
参
照
。
な
お
、「
帰
っ
て
来
た
人
」
の
映
像
は
現
存
し
な
い
が
、
脚
本
は
『
年

刊
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
代
表
作
選
集

1958

年
版
』（
清
和
書
院

一
九
五
八
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
や
２
シ
ョ
ッ
ト

を
中
心
と
し
た
こ
の
ド
ラ
マ
の
特
徴
が
う
か
が
え
る
。

45

和
田
勉
「
戦
斗
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
三
年
四
月
）
参
照
。
和
田
は
、
佐
々
木
基
一
、
武
田
泰
淳
、
田
村
孟
と
の
座
談

会
「
映
像
芸
術
と
大
衆
│
映
画
・
テ
レ
ビ
と
大
衆
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
現
代
の
眼
』
一
九
六
三
年
二
月
）
の
中
で
も
映
画
「
裁
か
る
ゝ
ジ

ャ
ン
ヌ
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

46

池
田
弥
三
郎
「
芸
術
祭
の
放
送
劇
評

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
石
の
庭
」」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊

一
九
五
七
年
一
一
月
二
四
日
）
参
照
。

47
「
円
盤
来
た
る
」
の
演
出
助
手
を
務
め
た
成
島
庸
夫
「
気
が
つ
い
た
ら
闘
い
は
終
つ
て
い
た
」（『
季
刊

テ
レ
ビ
研
究
』
一
九
五
九
年
七
月
）
は
、

こ
の
ド
ラ
マ
に
「
演
技
者
の
肉
体
、
そ
れ
も
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
肉
体
を
通
じ
て
、
ド
ラ
マ
を
立
て
て
行
く
一
種
の
様
式
主

義
」
を
見
て
い
る
。

48
「
日
本
の
日
蝕
」
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
安
部
公
房
作
「
日
本
の
日
蝕
」
を
読
む
／
視
る
」（
前
掲
）
も
参
照
の
こ
と
。
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49

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
芸
術
論
│
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
は
何
を
表
現
す
る
か
│
」（『
映
画
評
論
』
一
九
五
八
年
九
月
）
参
照
。

50

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
志
賀
信
夫
編
『
現
代
テ
レ
ビ
講
座

第
３
巻

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
篇
』
ダ
ヴ
ィ

ッ
ド
社

一
九
六
〇
年
七
月
）、「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・「
物
」
と
「
関
係
」」（『
現
代
芸
術
』
一
九
六
一
年
八
月
）
参
照
。

51

和
田
勉
「
た
っ
た
一
つ
の
力
点
を
重
視
せ
よ
」（『
放
送
文
化
』
一
九
六
二
年
六
月
）
参
照
。

52

拙
論
「
椎
名
麟
三
作
「
約
束
」
を
読
む
／
視
る
」（
前
掲
）
参
照
。

53

和
田
勉
「
映
像
│
欲
望
と
論
理
の
血
肉
化
」（『
映
像
と
は
何
か
』
写
真
同
人
社

一
九
六
六
年
九
月
）
参
照
。

54

ベ
ラ
・
バ
ラ
ー
ジ
ュ
『
映
画
の
理
論
』（
佐
々
木
基
一
訳

講
談
社

一
九
五
九
年
一
一
月
）、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
『
シ
ネ
マ
１

運
動
イ
メ
ー

ジ
』（
財
津
理
・
齋
藤
範
訳

法
政
大
学
出
版
局

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
参
照
。

55
「
安
部
公
房
作
品
集
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
五
年
四
月
）
参
照
。

56

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
前
掲
）
参
照
。

57

野
間
宏
「
行
詰
っ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」（
初
出
不
明

一
九
六
〇
年
五
月
『
野
間
宏
全
集

第
十
七
巻
』
筑
摩
書
房

一
九
七
〇
年
一
二
月
）、

「
衝
突
す
る
二
つ
の
世
界
「
石
の
顔
」
は
何
を
生
ん
だ
か
」（
前
掲
）
参
照
。

58

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
前
掲
）
参
照
。

59

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
前
掲
）
参
照
。

60

和
田
勉
「「
石
の
顔
」
の
私
の
方
法
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
〇
年
五
月
一
日
）
参
照
。

61

テ
レ
ビ
ワ
ー
ク
編
集
部
編
『
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
特
殊
効
果
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
成
局
庶
務
部
庶
務
課

一
九
六
一
年
二
月
）
参
照
。

62

和
田
勉
「
溺
死
者
は
絶
え
ず
」（『
現
代
芸
術
』
一
九
六
一
年
九
月
）
参
照
。

63
「A

N
TEN

N
A

」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
四
年
四
月
）
参
照
。

64

和
田
勉
「
フ
レ
エ
ム
の
な
か
の
あ
な
た
」（「
作
品
研
究
／
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
一
年
六
月
）
参
照
。

65

堀
江
秀
史
「
寺
山
修
司
の
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
認
識
│
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
発
掘
資
料
『
一
匹
』（1963

）
を
中
心
に
」（
前
掲
）
参
照
。

66

和
田
勉
「
実
践
的
演
出
論
（
第
一
回
）」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
』
一
九
六
三
年
五
月
）
参
照
。

67

和
田
勉
「
一
九
六
四
年
十
月
│
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
│
」（『
放
送
文
化
』
一
九
六
四
年
一
二
月
）
参
照
。

68

安
部
公
房
『
裁
か
れ
る
記
録
│
映
画
芸
術
論
│
』（
講
談
社

一
九
五
八
年
一
二
月
）
参
照
。

― １４５ ―

和
田
勉
の
演
出
技
法



69

和
田
勉
「
自
然
主
義
へ
の
挑
戦
「
円
盤
来
る
」
の
演
出
を
通
し
て
見
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
も
つ
可
能
性
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
九
年
四
月

一
五
日
）
参
照
。

70
「
放
送
塔
」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊

一
九
五
九
年
二
月
一
一
日
）
参
照
。

71

成
島
庸
夫
「
気
が
つ
い
た
ら
闘
い
は
終
つ
て
い
た
」（
前
掲
）
参
照
。

72

和
田
勉
「
溺
死
者
は
絶
え
ず
」（
前
掲
）
参
照
。

73
「
人
命
救
助
法
」
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
大
谷
「
ド
ラ
マ
時
評
」（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
朝
刊

一
九
六
一
年
七
月
二
九
日
）、
Ｋ
「
テ

レ
ビ
週
言
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
一
年
八
月
一
日
）、
羽
山
英
作
「
旬
間
テ
レ
ビ
評

番
組
を
食
い
つ
ぶ
す
怪
物
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』

一
九
六
一
年
八
月
一
五
日
）
が
評
価
し
、
Ｆ
Ｍ
「
週
間
モ
ニ
タ
ー
」（『
朝
日
新
聞
』
東
京
版
朝
刊

一
九
六
一
年
八
月
一
日
）
が
批
判
し
て
い

る
。

74

和
田
勉
「
溺
死
者
は
絶
え
ず
」（
前
掲
）
参
照
。

75

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
前
掲
）
参
照
。

76

安
部
公
房
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ
る
「「
日
本
の
日
蝕
」
に
お
け
る
ド
ラ
マ
否
定
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
九
年
一
一
月
一
日
）
に
よ

れ
ば
、「
日
本
の
日
蝕
」
の
音
響
効
果
に
は
、
安
部
の
意
向
も
働
い
て
い
る
よ
う
だ
。

77

拙
論
「
椎
名
麟
三
作
「
約
束
」
を
読
む
／
視
る
」（
前
掲
）
参
照
。

78

和
田
勉
「
フ
レ
エ
ム
の
な
か
の
あ
な
た
」（
前
掲
）
は
、「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」
に
お
け
る
武
部
喜
明
の
音
響
効
果
に
つ
い
て
、「
物
音
と
し

て
の
語
り
を
語
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

79

例
え
ば
、「
一
匹
」
放
送
当
日
の
新
聞
テ
レ
ビ
欄
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
が
音
響
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
し
、
塩
沢
茂
「
期
待
は

ず
れ
の
国
内
番
組
「
停
年
」「
一
匹
」「
外
国
資
本
」
な
ど
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
三
年
二
月
一
五
）
や
、「
マ
イ
ク
へ
一
言
」（『
毎
日
新

聞
』
夕
刊

一
九
六
三
年
一
月
二
〇
日
）
に
寄
せ
ら
れ
た
一
般
視
聴
者
の
感
想
も
音
響
面
に
触
れ
て
い
る
。「
鋳
型
」
に
つ
い
て
も
、「
マ
イ
ク
へ

一
言
（
東
京
都
新
宿
区
・
鈴
木
英
夫
）」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊

一
九
六
三
年
一
〇
月
三
〇
日
）
や
、
志
賀
信
夫
「
月
間

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
評

芸
術
祭
参
加
作
品
を
中
心
と
し
て
」（
前
掲
）
が
そ
の
音
響
を
評
価
し
て
い
る
。

80

志
賀
信
夫
「
見
て

聞
い
て
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
五
年
一
一
月
二
二
日
）
参
照
。

81

志
賀
信
夫
「
見
て

聞
い
て
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
六
年
一
一
月
二
六
日
）
参
照
。

和
田
勉
の
演
出
技
法

― １４６ ―



82
「
反
響
」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊

一
九
六
七
年
一
一
月
二
一
、
二
二
日
）
参
照
。

83

テ
レ
ビ
の
芸
術
祭
参
加
作
品
を
視
聴
し
た
江
藤
淳
が
「
テ
レ
ビ
芸
術
祭
所
感
」（『Y

TV
report

』
一
九
五
九
年
一
二
月
）
に
「
演
出
家
諸
氏
は
し

ば
し
ば
カ
メ
ラ
を
宙
吊
り
に
し
て
俳
優
の
頭
の
上
を
撮
り
た
が
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
俯
瞰
的
な
シ
ョ
ッ
ト
は
、
和
田
や
松
本
の
映
像
に

の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
は
な
い
よ
う
だ
。

84

松
本
俊
夫
の
映
像
作
品
に
つ
い
て
は
、『
松
本
俊
夫
実
験
映
像
集
』（
ア
ッ
プ
リ
ン
ク

二
〇
〇
五
年
六
月
）
所
収
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
参
照
し
た
。

85

松
本
俊
夫
「
映
像
表
現
の
固
有
性
に
つ
い
て
」（『
映
像
と
は
何
か
』
前
掲
）

86

松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』（
三
一
書
房

一
九
六
三
年
一
二
月
）
参
照
。

87

和
田
勉
「
わ
た
し
大
好
き

透
明
な
人

わ
た
し
大
好
き
…
…
…
」（『
記
録
映
画
』
一
九
六
一
年
四
月
）
参
照
。

88

和
田
勉
「
テ
レ
ビ
演
出
論

解
放
の
論
理
」（
前
掲
）
参
照
。

89

松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』（
前
掲
）
参
照
。

90

和
田
勉
「
処
世
術
を
改
め
な
い
者
は
破
滅
す
る
ー
君
主
論
・
第
二
十
五
か
ら
│
」（『
記
録
映
画
』
一
九
六
二
年
一
月
）
参
照
。

91

松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』（
前
掲
）
参
照
。

92

佐
々
木
基
一
・
武
田
泰
淳
・
田
村
孟
・
和
田
勉
に
よ
る
座
談
会
「
映
像
芸
術
と
大
衆
│
映
画
・
テ
レ
ビ
と
大
衆
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
」（
前
掲
）

参
照
。

93

和
田
勉
「
わ
た
し
大
好
き

透
明
な
人

わ
た
し
大
好
き
…
…
…
」（
前
掲
）、「
骨
ぬ
き
に
す
る
た
め
の
術
」（『
記
録
映
画
』
一
九
六
三
年
三
月
）

に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
と
「
地
下
鉄
の
ザ
ジ
」
は
和
田
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

94

松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』（
前
掲
）、
ミ
シ
ェ
ル
・
マ
リ
『
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
の
全
体

像
』（
矢
橋
透
訳

水
声
社

二
〇
一
四
年
一
月
）
参
照
。

95

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
『
シ
ネ
マ
２

時
間
イ
メ
ー
ジ
』（
宇
野
邦
一
・
石
原
陽
一
郎
・
江
澤
健
一
郎
・
大
原
理
志
・
岡
村
民
夫
訳

法
政
大
学
出

版
局

二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
参
照
。

96

例
え
ば
、
和
田
勉
「
演
出
後
記
（「
人
命
救
助
法

お
ぼ
れ
る
者
は
…
…
…
」）」（『
放
送
文
化
』
一
九
六
一
年
九
月
）
で
は
、「
私
は
こ
れ
か
ら
も

ブ
レ
ヒ
ト
の
娯
楽
的
・
教
育
的
・
時
事
的
（
演
技
の
）
様
式
と
い
う
も
の
を
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
お
し
進
め
て
ゆ
き
た
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

97

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
安
部
公
房
作
「
日
本
の
日
蝕
」
を
読
む
／
視
る
」（
前
掲
）
で
既
に
述
べ
た
。
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98

和
田
勉
「
一
九
六
四
年
十
月
│
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
│
」（
前
掲
）
等
参
照
。

99

実
際
、
松
本
俊
夫
『
映
像
の
発
見

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』（
前
掲
）
や
近
藤
耕
人
『
映
像
と
言
語
』（
紀
伊
國
屋
書
店

一
九
六
五
年
九
月
）
は
、
サ
ル
ト
ル
の
「
嘔
吐
」
を
参
照
し
な
が
ら
映
像
表
現
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

付
記本

稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
第
二
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
利
用
ト
ラ
イ
ア
ル
に
採
択
さ
れ
た
課
題
「
１
９
６
０
年
代
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
〈
文

学
〉
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究
│
谷
川
俊
太
郎
作
「
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
」・
小
田
実
作
「
し
ょ
う
ち
ゅ
う
と
ゴ
ム
」・
寺
山
修
司
脚
本
「
一
匹
」
を
読

む
／
視
る
│
」
の
調
査
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
同
研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

和
田
勉
の
演
出
技
法

― １４８ ―


